
(研
究
ノ
ー
ト
)

伏
見
作
事
板
の
廻
漕
と
軍
役
(
二
)

は

じ

め

に

一

伏
見
作
事
板
の
関
係
史
料

二

伏
見
作
事
板
の
寸
法
と
基
準
板

以
上
'
本
誌
七
十
八
号
掲
載

三

歳
米
の
年
間
の
支
出

四

伏
見
作
事
板
の
年
間
の
割
付

･
伐
採

･
廻
漕
間
数

五

金
の
量
目

六

基
準
板

一
枚
当
り
の
舟
賃

七

軍
役
と
し
て
の
伏
見
作
事
板
の
廻
漕

八

京
畿
大
地
震
と
伏
見
作
事
板

む
す
び

以
上
'
本
号
所
収

三

蔵
米
の
年
間
の
支
出

中

川

和

明

蔵
米
支
出
の
内
訳
の
概
略
に
つ
い
て
は
'
第
二
章
の
棚
に
お
い
て
'
既
に
述
べ
た
｡

本
章
で
は
'
蔵
米
の
年
間
の
支
出
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

ま
ず
'
舟
賃
の
た
め
に
支
出
し
た
蔵
米
に
つ
い
て

(第
二
章
の
棚
に
述
べ
た
よ
う

に
'
蔵
米
を
金
子
に
換
金
し
て
'
秋
田
氏
に
雇
わ
れ
た
商
人
'
あ
る
い
は
小
野
寺
氏

･

本
堂
氏
の
奉
行
に
'
舟
賃
と
し
て
渡
し
た
)
'

検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
｡

文
禄
四
年
に
は
'
杉
板
を
割
付
け
ら
れ
た
の
は
'
秋
田
氏
の
み
で
あ
り
'
秋
田
氏

分
の
杉
板
を
廻
漕
す
る
た
め
の
舟
賃
が
'
蔵
米
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
た

(
材
帳
①

･
蔵

状
②
)
｡

ま
た
'
慶
長
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
は
'
小
野
寺

･
本
堂

･
戸
沢

･
六
郷

･

仁
賀
保

･
滝
沢

･
内
越

･
岩
屋

･
津
軽
氏
は
'
秋
田
山
中
に
お
い
て
'
杉
板
を
秋
田

氏
か
ら
請
取

っ
て
'
敦
賀
ま
で
廻
漕
し
た

(但
し
'
津
軽
氏
は
'
慶
長
元
年
以
外
は
'

板
を
請
取
り
に
行

っ
て
い
な
い
)
｡

そ
し
て
'
秋
田
氏
は
'
文
禄
四
年
と
同
様
に
'

慶
長
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
'
杉
板
を
廻
漕
し
た
｡
し
か
し
'
慶
長
元
年
か
ら
同
四

年
ま
で
に
杉
板
を
廻
漕
す
る
た
め
の
舟
賃
が
'
蔵
米
に
ょ

っ
て
賄
わ
れ
た
の
は
'
秩

田
氏
分

･
小
野
寺
氏
分

･
本
堂
氏
分
の
板
だ
け
で
あ

っ
た

(
材
帳
②

～
⑤

･
蔵
状
②

(-
)

～
④

･
慶
長
四
年
七
月

一
五
目
付

｢
本
堂
家
奉
行
運
賃
請
取
状
｣

･
慶
長
四
年
八
月

(2
)

五
目
付

｢
小
野
寺
家
奉
行
運
賃
請
取
状
｣
)｡
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な
お
､
渡
論
文

(
二
七
頁
)
で
は
'
材
帳
⑤
の
み
を
用
い
て
､
慶
長
四
年
の
本
堂

氏
分
の
舟
賃
は
'
蔵
米
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
の
で
は
な
い
t
と
し
て
い
る
｡
し
か
し
'

慶
長
四
年
七
月

一
五
日
付

｢本
堂
家
奉
行
運
賃
請
取
状
｣
を
見
落
し
て
お
り
'
こ
れ

(3
)

は
誤
り
で
あ
る
｡

ま
た
'
渡
論
文

(
二
八
頁
)
で
は
､
田
中
又
三
郎
を
'
慶
長
四
年
の
杉
板
の
廻
漕

人
の
中
に
入
れ
て
い
る
｡
塩
論
文
①

(
四
二
頁
)
で
は
'
秋
田
氏
負
担
分
の
用
材
を

廻
漕
し
た
船
問
屋
と
し
て
'
慶
長
四
年
の
と
こ
ろ
に
､
田
中
又
三
郎
を
挙
げ
て
い
る
｡

し
か
し
'
田
中
又
三
郎
は
本
堂
家
の
奉
行
で
あ

っ
て
'
商
人
で
は
な
-
'
杉
板
の
廻

漕
を
直
接
に
は
行
な
っ
て
は
い
な
い
｡
し
た
が

っ
て
'
両
論
文
と
も
再
考
を
要
す
｡

次
に
､
仙
取
入
の
人
件
費
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
こ
の
人
件
費
は
'

｢
伐
採
費
｣
と

｢杉
板
を
山
元
か
ら
舟
着
場
ま
で
引
出
す
た
め
の
費
用
｣
に
分
け
ら
れ
る
｡
そ
し
て
'

前
者
は
'
文
禄
四
年
に
は
'
秋
田
氏
分
の
板
の
み
に
関
す
る
費
用
で
あ
り
'
慶
長
元

年
か
ら
同
四
年
ま
で
は
'
秋
田
氏
分

･
隣
郡
之
衆
分
の
板
す
べ
て
に
関
す
る
費
用
で

(4
)

あ
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
'
後
者
は
'
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
原
則
と
し
て
秩

田
氏
分
の
板
の
み
に
関
す
る
費
用
で
あ
る
｡
な
お
'
伐
採
の
た
め
の
鉄
の
購
入
費
に

つ
い
て
は
'
こ
こ
で
は
省
略
し
た
｡

蔵
米
の
年
間
の
支
出
に
つ
い
て
､
以
下
具
体
的
な
数
値
を
用
い
て
検
討
す
る
｡
普

ず
'
材
帳
①
～
㊥
の

｢以
上
何
石
｣

･
｢右
合
何
石
｣
と
い
う
形
式
で
記
述
さ
れ
て

い
る
数
値
を
'
そ
の
ま
ま
表
に
す
る
と
'
表
④
の
括
弧
外
の
数
値
よ
う
に
な
る

(但

し
'
表
④
の
括
弧
内
の
数
値
に
つ
い
て
は
'
後
に
説
明
す
る
)
｡

ま
た
'
材
帳
①
～

㊥
の

｢以
上
何
石
｣

･
｢右
合
何
石
｣
と
い
う
形
式
で
記
述
さ
れ
て
い
る
数
値
は
'

蔵
状
④
～
④
の
数
値
と

一
致
す
る
｡
と
こ
ろ
が
'
こ
れ
ら
の
数
値
に
は
若
干
問
題
が

あ
る
｡
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
'
舟
賃

(金
子
)
を
請
取
り
杉
板
を
実
際
に
廻
漕

表④ 蔵 米 の年 間 の 支 出

＼ 内訳㌔ ＼ ＼ 道具の購入費 仙 取 入の 人 件 費 舟賃のために支出 した蔵米 l 合 計 !秋 田 氏 分 本 堂 氏分 と小 野 寺 氏 分

文 禄 4 24石 l 770石I 872.703石(872.703) 石 1666.703石(1666.703)

慶 長 元 56 l 1180 2387.7 1224.25 4847.95
(2387.69) (1224.25) (4847.94)

慶 長 2 56 872.9 1978.51 1004.72 3911.73
(1978.51) (1004.72) (3911.73)

慶 長 3 56 1222.06 2133.85 3381.551
(2103.78) (3381.84)

慶 長 4 50 1260 1746.818 3056.818

材帳④には､仙取入の人件費は､873石としてある｡ しかし､材帳④によれば､秋田氏

は､机取入1247人を､70日働かせた｡そして､1日1人当 り､米を 1升支給した｡よっ

て､人件費は､1247×70×1升-872.9石となる｡ そのため表④では､873石とせずに､
872.9石とした｡

材帳㊥には､慶長4年の仙取入の人件費が､1270石としている｡ しかし､1200×105×
1升-1260石であるから､表④には､1260石とした｡
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し
た
商
人
に
'
番
号
を
付
け
る
こ
と
に
す
る
｡

文
禄
四
年
の
板
は
'
材
帳
①
に
よ
れ
ば
'
道
川
兵
次
郎

･
塩
屋
甚
石
衛
門

･
古
川

京
右
衛
門
の
三
人
が
廻
漕
し
た
｡
こ
れ
ら
の
商
人
を
そ
れ
ぞ
れ
順
に
商
人
①

･
商
人

④

･
商
人
④
と
す
る
｡

慶
長
元
年
の
商
人
に
つ
い
て
は
'
材
帳
④
に
出
て
-
る
順
に
'
次
の
よ
う
に
す
る
｡

あ
ふ
屋
宗
介

↓
商
人
④

三
国
之
治
兵
衛

↓
商人㊥

さ
か
の
屋
又
右
衛
門

↓

商
人
⑥

と
ね
作
四
郎
中
村
新
介

-
1

商
人
⑦

中
村
新
介

ひ
ゝ

六

大
野
次
兵
衛

阿
た
か
宗
介

-
里
屋
伝
左
衛
門

さ
か
や
兵
衛

こ
せ
き
平
右
衛
門

高
嶋
屋
久
次

-
↓

商
人
㊥

↓

商
人
④

↓

商
人
⑲

-
-
t
v
商
人
⑪

l

商
人
⑲

-
-
-
小
商
人
⑯

↓

商
人
⑭

↓

商
人
⑯

次
に
'
慶
長
二

二
二
･
四
年
の
商
人
に
'
番
号
を
付
け
る
｡
例
え
ば
'
慶
長
二
年
の

請
状
⑭
は
'
本
稿
の
第

一
章
の

櫛で
述
べ
た
よ
う
に
'
前
川
五
右
衛
門
が
杉
板
を
請

取

っ
た
こ
と
を
示
す
請
取
状
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'
前
川
五
右
衛
門
を
商
人
㊥
と
す
る
｡

こ
の
よ
う
に
慶
長
二
･
三

･
四
年
の
商
人
は
'
請
状
の
番
号
を
と

っ
て
'
商
人
何
香

と
す
る
｡
す
る
と
'
慶
長
二
年
の
商
人
は
'
商
人
⑭

～
㊥
で
あ
り
'
慶
長
三
年
の
商

人
は
'
商
人
⑲
～
㊧
で
あ
り
'
慶
長
四
年
の
商
人
は
'
商
人
㊨
～
㊥
で
あ
る
｡
な
お
'

商
人
㊨
は
石
井
彦
五
郎
で
あ
り
'
こ
の
石
井
彦
五
郎
が
本
堂
氏
分
の
板
を
廻
漕
し
た

商
人
で
あ
る
こ
と
は
'
第
二
章
の
棚
の
と
こ
ろ
で
既
に
述
べ
た
｡

ま
た
'
材
帳
①
～
⑤
に
は
'
商
人

一
人

一
人
に
渡
し
た
舟
賃

(金
子
)
や
小
野
寺

氏

･
本
堂
氏
の
奉
行
に
渡
し
た
舟
賃

(金
子
)
が
記
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
金
子
が
蔵

米
を
ど
れ
だ
け
換
金
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
の
か
t
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
詳
し

-
記
し
て
あ
る
｡
そ
こ
で
'
舟
賃

(金
子
)
の
た
め
に
換
金
し
た
蔵
米
の
詳
細
を
表

に
す
れ
ば
'
表
⑤
I

a
～
表
⑤

-
2
の
よ
う
に
な
る

(但
し
'
表
⑤

-
a
～
表
⑤
-

2
に
は
'
商
人
あ
る
い
は
小
野
寺
氏

･
本
堂
氏
の
廻
漕
し
た
板
の
間
数
も
書
き
加
え

て
あ
る
)
｡

こ
こ
で
'
先
に
示
し
た
材
帳
①
～
⑤
の

｢
以
上
何
石
｣

･
｢
右
合
何
石
｣
と
い
う

形
式
で
記
述
さ
れ
た
数
値
の
問
題
に
戻
る
こ
と
に
す
る
｡
蓑
④
の
括
弧
内
の
数
値
は
'

表
㊥
-

a
～
表
㊥
-

e
の
数
値
を
用
い
て
い
る
｡
表
④
の
括
弧
内
の
数
値
と
'
表
④

の
括
弧
外
の
数
値
を
比
較
す
れ
ば
'
慶
長
三
年
の
と
こ
ろ
が
大
き
-
異
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
｡
そ
こ
で
'
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
t
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
｡

こ
れ
に
つ
い
て
は
'
次
の
二
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
｡

①
表
④
の
問
題
の
部
分
の
'
括
弧
外
の
数
値
を
計
算
す
れ
ば
'
五
六
+
一
二
二
二

･

〇
六
±

二

三
三

･
八
五
=
三
四

二

･
九

一
と
な
る
｡
こ
の
三
四

二

･
九

一
は
'
表
④
の
三
三
八

一
･
五
五

一
と
異
な
る
｡
し
た
が

っ
て
'
括
弧
外
の
数

値
の
方
は
不
自
然
で
あ
り
'
括
弧
内
の
数
値
の
方
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
｡

④
括
弧
外
の
数
値
よ
り
'
括
弧
内
の
数
値
の
方
が
'
そ
の
数
値
の
内
訳
が
詳
細
に

史
料
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
'
括
弧
内
の
数
値
の
方
が
'
正
確
な
も
の
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
｡

右
の
①

･
④
の
二
点
よ
り
'
表
④
の
数
値
は
'
括
弧
内
の
数
値
の
方
が
'
括
弧
外
の
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表(9-a 文禄4年の舟賃 (蔵米)

舟 賃 板 の 間 数

商 人 (∋ 384 石 400 間

商 人 Lil 272.703 253

商 人 ④ 216 147

･表⑤-a～表⑤-eの合計の欄には､括弧内の数値と､括弧外の

数値の2種類の数値がある (但し､表⑤一aは例外的)｡ そして､

括弧内の数値は､ ｢商人のところの合計の数値｣である｡それに

対して､括弧外の数値は､ ｢商人のところの合計の数値+小野寺

氏 ･本堂氏のところの数値｣である (表⑤-aの合計の欄に､括

弧外の数値が記述されていないのは､文禄4年に杉板を廻漕 した

のが､秋田氏のみだからである)｡

表㊥-C 慶長2年の舟賃 (蔵米)

舟 賃 板 の間数

商 人 @ 310.58石 55 問

商 人 @ 240 42問半

商 人 @ 226.36 40

商 人 ㊧ 118.58 21

商 人 ㊥ 282 50

商 人 (痩 349.63 61間半

商 人 ㊨ 282 50

商 人 ㊧ 169.36 30

本 堂 氏 186 66

小野寺氏 818.72 142

合 計 2983.23 561
(1978.51) (350)

･商人の番号が､必ずしも⑯～㊨の順

に並んでいないのは､表(9-Cの商

人の順序が､材帳④に記述されてい

る順序だからである｡

･表(9-d､表⑨-eの場合も､上と

同様の方法で､作製されている｡

表⑨-b 慶長元年の舟賃 (蔵米)

舟 賃 板 の 間 数

商 人 ④ 222 石 18問.4尺 .9寸 .

商 人 桓) 133.9 12 .1 .6

商 人 @)商 人 (∋ノI商 人 ④ 喜 147.81l 184.14221.45 ■ li852 .:: ..'6: li

l商 人 (∋ 184.14 l 15 .1 .6 1

商 人 ④ I 221.45 18 .4 .9

商 人 @ 209.18 17 .4 .9

商 人 ⑲ 88.36 7 .3 .2 .5

商 人 ⑪ 252.ll 21

商 人 ⑫ 222 18 .4 ,9

商 人 ⑲ 332.18 29 .

商 人 ⑭ 221.45 19 .3 ,2 .5

商 人 ⑯ 153.ll 14 .3 .2 .5

本 堂 氏 274.95 22 .

小野寺氏 949.3 90 .

合 計 3611.94 317 .4 .9 .5
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法⑤-d 慶長 3年の舟賃 (歳米)

舟 賃 板 の 間 数

商 人 ㊨ 90 石 22.5 問

商 人 ㊨ 49.909 12.5

商 人 ⑲ 252 63

商 人 ㊨ 90 22.5

商 人 ㊧ 9) 22.5

商 人 ㊨ 180 45

商 人 ㊨ 獣) 22.5

商 人 ㊥ 180 45

商 人 ㊨ 59.44 15

商 人 ⑲ 180 45

商 人 ⑭ 162 40

本 堂 氏 131.03 66

小野寺氏 549.401 145

合 計 2103.78 566.5

表⑤-e 慶長4年の舟賃 (蔵米)

舟 賃 板 の 間 数

商 人 ㊨ 153 石 42.5間

商 人 ㊨ 108 30

商 人 ㊨ 153 42.5

商 人 ⑲ 225 62.5

商 人 ⑲ 72 20

商 人 ⑲ 180 50

商 人 ㊧ 180 50

本 堂 氏 117.818 66

小野寺氏 558 145

合 計 1746.818 508
(1071 ) (297.5)

数
値
よ
り
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
上
に
よ
っ
て
'
蔵
米
の
年
間
の
支
出
に
つ
い
て
'

一
通
り
検
討
し
た
こ
と
に
な

る

(本
章
の
中
心
の
表
は
'
表
④
で
あ
る
)
｡

な
お
'
従
来
の
研
究
で
は
'
蔵
米
の
年
間
の
支
出
に
関
し
て
'
若
干
の
問
題
を
令

ん
で
い
る
｡
以
下
'
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
い
く
｡

渡
論
文

(
二
九
貢
)
の
三
六

二

･
三
三
は
三
六

二

･
九
四
の
誤
り
で
あ
り
'

二
三
八
七

･
〇
八
は
二
三
八
七

･
六
九
の
誤
り
'

一
九
七
八

･
三

l
は
l
九
七
八

･

五

一
の
誤
植

(
こ
れ
だ
け
は
誤
植
)
で
あ
り
'

二

八
八

･
八

一
八
は

一
〇
七

一
の

誤
り
で
あ
る
｡

渡
論
文

(三

一
頁
)
の
一
七
七
八

･
三

一
は

一
九
七
八

･
五

一
の
誤
り
'

二

八

八

･
八

一
八
は
一
〇
七

一
の
誤
り
で
あ
る
｡

啓
論
文

(
二

六
～
二

七
頁
)
の
八
七
二
･
七
三
は
八
七
二
･
七
〇
三
の
誤
り
'

二

二
二
三

･
八
五
は
二
一
〇
三
･
七
八
の
誤
り
'

一
二
二
四
八

･
五
八
は

一
〇
四
四

｢5
)

五

･
七
六
八
の
誤
り
で
あ
る
｡

古
論
文

(
七
一
九
頁
)
の
一
二
七
八

･
六
は

二

一七
八

･
〇
六
の
誤
り
で
あ
り
'

八
七
二
･
七
二
は
八
七
二
･
七
〇
三
の
誤
り
'
二

三

三
丁

八
五
は
二

一
〇
三

･
七

八
の
誤
り
'

一
六
六
六

･
七
三
は
一
六
六
六

･
七
〇
三
の
誤
り
'
三
四

二

･
九
四

は
三
三
八

1
･
八
四
の
誤
り
で
あ
る
｡

徹
論
文
①

(
二
二
頁
)
は
'
古
論
文

(
七

一
九
頁
)
と
全
-
同
じ
と
こ
ろ
を
誤

っ

て
い
る
｡

徹
論
文
②

(
一
四
八

～
一
四
九
貢
)
の
第
九
表
の
二
一
〇
三

･
四
二
は
二
一
〇
三
･

七
八
の
誤
り
'
三
三
八

一
･
四
八
は
三
三
八

一
･
八
四
の
誤
り
で
あ
る
｡
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県
史
①

(
二
六
五
)
の
八
七
二

･
七
二
は
八
七
二

･
七

〇
三
の
誤
り
､
二

二
二
三

･

八
五
は
二

一
〇
三

･
七
八
の
誤
り
､

一
二
二
四
八

･
五
七
五
は

一
〇
四
四
五

･
七
六

八

の
誤
り
で
あ
る
｡(6
)

｢秋
田
県
の
歴
史

｣
(
六
七
頁
)
の

一
六
六
六

･
七
三

〇
は

一
六
六
六

･
七

〇
三

の
誤
り
､

一
二
三
六

･
〇
〇
〇
は
四
八
四
七

･
九
四
の
誤
り
､
二
九

〇
七

･
五

一
〇

は
三
九

一
･
七
三
の
誤
り
､
三
四

二

･
九

一
〇
は
三
三
八

一
･
八
四
の
誤
り
で
あ

る
｡四

伏
見
作
手
板
の
年
間
の
割
付

･
伐
採

･
廻
漕
間
数

本
章
で
は
､
伏
見
作
車
板
の
年
間
の
間
数
を
､
割
付
間
数

･
伐
採
間
数

･
廻
漕
間

数
の
三
つ
に
分
け
て
検
討
す
る
｡
と
い
う
の
は
､
割
付
間
数
と
伐
採
間
数
と
廻
漕
間

数
は
､

一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

そ
し
て
､
割
付
間
数
と
は
､
豊
臣
政
権
が
秋
田
氏
及
び
隣
郡
之
衆

に
廻
漕
を
命
じ

た
間
数

(朱
印
状
に
お
け
る
間
数
と
解
し
て
よ
い
)
の
こ
と
で
あ
る
｡
廻
漕
間
数
と

は
'
船
着
場
で
船
積
し
た
間
数
の
こ
と
で
あ

っ
て
､
敦
賀
に
到
達
し
た
間
数
の
こ
と

で
は
な
い
｡

ま
ず
､
朱
印
状
に
記
述
さ
れ
た
板
の
間
数
を
確
認
す
る
｡
朱
状
①
は
'
仁
賀
保
氏

宛
て
に
出
さ
れ
た
朱
印
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
こ
れ
に
よ
れ
ば
､
仁
賀
保

･
赤

字
曽

･
滝
沢

･
内
越

･
岩
屋
の
五
氏
に
､
豊
臣
政
権
は
長
さ
三
間
二
尺
の
板
を
､
そ

れ
ぞ
れ

一
〇
間

･
二

間

･
七
間

･
四
間

･
二
間
割
付
け
て
い
る
｡

朱
状
②
は
､
秋
田
氏
宛
て
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
に
ょ
れ
ば
､
豊
臣
政

権
は
､
長
さ
二
間
の
板
を
､
秋
田

･
津
軽

･
小
野
寺

･
戸
沢
の
四
氏
に
､
そ
れ
ぞ
れ

三
五

〇
間

･
一
四
五
間

･
一
四
五
間

･
一
六

〇
間
割
付
け
､

｢
合
八
百
閏
｣
と
し
て

い
る
｡
更
に
､
長
さ
七
尺
の
板
を
'
仁
賀
保

･
赤
字
曽

･
滝
沢

･
内
越

･
岩
屋

･
六

郷

･
本
堂
の
七
氏
に
､
そ
れ
ぞ
れ
三

〇
間

･
≡
三
間

･
二

一
間

･
〓

一問

･
六
間

･

三
三
間

･
六
六
間
割
付
け
､

｢
合
弐
百
壱
間
｣
と
し
て
い
る
｡
そ
し
て
､
前
者
と
級

者
と
で

｢都
合
千
間
｣
と
記
し
て
い
る

(実
際
に
計
算
す
れ
ば
'
八

〇
〇
±
一〇
一
=

一
〇
〇
一
で
あ
る
か
ら
､

一
〇
〇
一
間
と
な
る
)
0

朱
状
④
に
よ
れ
ば
､
小
野
寺
氏
は
､
慶
長
三
年
三
月
六
日
に
､
長
さ
二
間
の
板
を

一
四
五
間
割
付
け
ら
れ
て
い
る
｡

ま
た
'
材
帳
④

～
⑨
の

｢
以
上
何
問
｣
と
い
う
形
式
の
記
述
と
､

｢
何
問
我
等
手

前
よ
り
為
上
申
侯
分
｣
と
い
う
形
式
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
､
表
④
の
慶
長
二
年

～

同
四
年
の
秋
田
氏
分

･
隣
郡
之
衆
分
の
欄
の
よ
う
に
な
る
｡
但
し
､
材
帳
①

･
②

に

は
'
右
の
よ
う
な
形
式
の
記
述
は
な
い
の
で
､
表
④
の
文
禄
四
年

･
慶
長
元
年
の
秩

田
氏
分

･
隣
郡
之
衆
分
の
欄
に
は
､
材
帳
①
の

｢
板
八
百
間

つ
る
が

へ
の
ほ
せ
大
谷

刑
部
少
輔

二
渡
侯
｣
と
い
う
記
述
と
､
材
帳
④
の

｢
板
弐
百
廿
五
間

つ
る
か

へ
の
ほ

せ
申
候
舟
ち
ん
の
事
｣
と
い
う
記
述
を
用
い
た
｡
表
④
の
慶
長
元
年
か
ら
同
四
年
ま

で
の
合
計
の
欄
の
数
値
は
'
筆
者
が
表
④
の
秋
田
氏
分
と
隣
郡
之
衆
分
の
数
値
か
ら

計
算
し
た
数
値
で
あ

っ
て
､
史
料
中
に
は
直
接
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
｡
更
に
､

表
④
の

｢
備
考
｣
の
欄
の
数
値
は
､
材
帳
①
の

｢
八
百
間
御
橋
板
｣

･
材
帳
④

の

｢
五
百
七
拾
弐
間
御
橋
板
｣

･
材
帳
④
の

｢
八
百
五
拾
五
間
伏
見
御
作
事
之
板
｣

･

材
帳
④
の

｢
千
間
伏
見
御
作
事
之
板
｣

･
材
帳
⑤
の

｢
千
間
伏
見
御
車
之
板
｣
と
い

う
記
述
を
用
い
た
｡

ま
た
'
第
三
章
の
表
⑨

-
a
～
表
⑤

-
e
の
板
の
間
数
の
合
計
の
欄
の
数
値

(括
弧

(7
)

内
の
数
値
)
を
ま
と
め
る
と
'
表
⑦
の
秋
田
氏
分
の
伐
採
間
数
の
欄
の
よ
う
に
な
る
｡
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表④ 御材木入用之帳における板の間数

合 計 備 考

800 問 八百問

572 五百七拾五問

856 八百五拾五問

1001 千間

1001 千間

内訳午 隣 郡 之 衆 分

文 禄 4 間

慶 長 元 347

慶 長 2 506

慶 長 3 651

慶 長 4 651

表⑦ 伐採間数 ･廻漕間数

内訳隣 郡 之 衆 分午 (伐採 間数 )

秋 田 氏 分

(伐採 間数 )

合 計

文禄4慶長元
慶 長 2

慶 長 3

慶 長 4

7

1

1

6

4

5

4

4

3

6

6

6

間 800 間

225

350

355.5

297.5

800 間

572

1001

996.5

943.5

800 間

552

856

851.5

803.5

･慶長元年､秋田氏は､秋田氏分の板225間を伐採 した｡しかし､205問のみ廻漕 した｡

表㊥ 諸大名の領知高と伐採間数 ･廻漕間数

大 名 領知高 文禄4年 慶長元年 慶長 2年 慶長 3年 慶長 4年

秋 田 氏 (52440) 800 問 225 間 350 間 355.5問 297.5間

津 軽 氏 ( ) 90 (145) (145) (140)

小 野 寺 氏 (31600) 90 145 145 145

戸 沢 氏 (44350) 100 160 150 160

仁 賀 保 氏 ( 3716) 10 30 30 33

赤 字 曽 氏 ( ) ll 33 33 33

滝 沢 氏 ( ) 7 21 21 21

内 越 氏 (125.8) 4 12 12 12

岩 屋 氏 (891.18) 2 6 6 6

六 郷 氏 ( 4518) ll 33 33 33

本 堂 氏 ( 8983) 22 66 66 66

合 計 伐 採 間 数 800 572 1001 996.5 943.5

津軽氏は､慶長2年から同四年まで､秋田に杉板を請取 りに行っていない｡ しかし､
津軽氏分の板は伐採されていた｡

領知高は､仁賀保氏は ｢市史｣の493頁､内越氏は ｢市史｣の495頁､岩屋氏は ｢市
史｣の497頁､六郷氏 ･戸沢氏 ･小野寺氏 ･秋田氏は県史④の409頁､本堂氏は県史
④の405頁参照｡
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そ
れ
か
ら
'
材
帳
②
～
⑤
に
は
'
隣
郡
之
衆
の
奉
行
に
渡
し
た
板
の
間
数
が
'
記

述
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
間
数
は
請
状
⑦
～
⑯

･
㊧
～
㊨
･
㊥
～
⑲
の
記
述
と

1
致
し

て
い
る
｡
こ
の
間
数
を
ま
と
め
て
示
す
と
'
表
㊥
の
よ
う
に
な
る
｡

そ
し
て
'
表
⑦
の
隣
郡
之
衆
分
の
欄
と
合
計
の
欄
の
数
値
は
'
表
㊥
の
数
値
を
用

い
て
い
る
｡
基
本
的
に
は
'

｢伐
採
間
数
｣

･
｢
廻
漕
間
数
｣
は
'
表
⑦

･
表
㊥
に

示
し
た
通
り
と
な
る

(表
⑦

･
表
㊥
の
数
値
は
'
材
帳
と
請
状
が
共
に
示
す
内
容
で

あ
り
'
信
頼
度
が
高
い
)
0

以
上
'
史
料
中
の
様
々
な
間
数
に
つ
い
て
述
べ
た
｡
次
に
'
文
禄
四
年
か
ら
慶
長

四
年
ま
で
年
を
追

っ
て
'

｢割
付
間
数
｣

･
｢
伐
採
間
数
｣

･
｢
廻
漕
間
数
｣
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
-
0

文
禄
四
年

秋
田
氏
宛
て
の
朱
印
状
が
現
存
し
て
い
な
い
た
め
'
割
付
間
数
を
断

定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
し
か
し
'
表
㊥
の

｢備
考
｣
か
ら
考
え
て
'
割
付
間
数

が
八
百
間
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
｡

ま
た
'
伐
採
間
数
と
廻
漕
間
数
は
表
⑦

･
表
㊥
の
よ
う
に
'
八
〇
〇
間
で
あ

っ
た
｡

し
か
し
'
敦
賀
に
到
着
し
た
到
着
間
数
は
七
五
〇
間
に
減

っ
た
｡
そ
し
て
'
敦
賀
に

(8
)

到
着
し
高
橋
二
郎
兵
衛
に
渡
さ
れ
た
後
'
七
五
〇
間
の
板
は
'
八
二
〇
問
と
な
っ
た
｡

慶
長
元
年

朱
状
①
は
隣
郡
之
衆
の
一
部
に
対
す
る
割
付
間
数
し
か
示
し
て
い
な

い
た
め
､
そ
の
他
の
隣
郡
之
衆
の
割
付
間
数
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
し
か

し
'
割
付
間
数
は
'
表
④
の
秋
田
氏

･
隣
郡
之
衆
分

･
合
計
の
欄
の
よ
う
で
あ

っ
た

か
'
あ
る
い
は
'
表
㊥
の
備
考
の
欄
の
よ
う
で
あ

っ
た
可
能
性
は
高
い
｡
ま
た
'
伐

採
間
数
と
廻
漕
間
数
は
表
⑦

･
表
㊥
の
よ
う
で
あ

っ
た
｡

慶
長
二
年

割
付
間
数
は
'
先
に
示
し
た
朱
状
②
の
間
数
そ
の
も
の
で
あ
る
｡
な

お
'
表
④
の
五
〇
六
間
は
津
軽
氏
に
割
付
け
ら
れ
た

一
四
五
間
が
抜
け
て
お
り
'
防

郡
之
衆
の
割
付
間
数
全
体
で
は
な
い
｡
表
④
の
合
計
の
八
五
六
間
は
'
五
〇
六
±

二

五
〇
-
八
五
六
と
計
算
し
た
だ
け
の
数
値
で
あ
り
'
史
料
中
に
直
接
の
記
述
は
な
-
～

割
付
間
数

･
伐
採
間
数

･
廻
漕
間
数
の
い
ず
れ
と
も
異
な

っ
て
い
る
｡
ま
た
､
表
㊨

の
備
考
の
欄
の
八
百
五
拾
五
間
は
'
帳
面
上
の
数
値
に
す
ぎ
ず
'
割
付
間
数

･
伐
揺

間
数

･
廻
漕
間
数
の
い
ず
れ
と
も
無
関
係
で
あ
る
｡
ま
た
'
伐
採
間
数

･
廻
漕
間
敬

は
'
表
⑦

･
表
㊥
の
よ
う
で
あ

っ
た
｡

慶
長
三
年

割
付
間
数
は
'
問
題
②
と
関
係
が
深
い
｡
慶
長
三
年
の
割
付
け
は
'

朱
状
②
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
か
'
朱
状
④
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
か
分
か
ら

な
い
｡
よ
っ
て
'
割
付
間
数
は
断
定
で
き
な
い
｡
ま
た
'
伐
採
間
数

･
廻
漕
間
数
は
'

表
⑦

･
表
㊥
の
よ
う
で
あ

っ
た
｡

慶
長
四
年

慶
長
四
年
の
割
付
け
が
'
ど
の
朱
印
状
に
ょ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
か

分
ら
な
い
た
め

(第
二
章
の
棚
の
慶
長
四
年
を
参
照
の
こ
と
)
'

割
付
間
数
は
断
定

で
き
な
い
｡
ま
た
'
伐
採
間
数

･
廻
漕
間
数
は
､
表
⑦

･
表
㊥
の
よ
う
で
あ

っ
た
｡

こ
こ
で
'
南
部
氏
と
津
軽
氏
の
杉
板
廻
漕
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
ま
ず
､
次
に
二

つ
の
朱
印
状
を
挙
げ
る
｡

〔南
部
家
文
書
〕

○
岩
手
県
立
図
書
館
蔵

御
作
事
為
御
用
'
於
秋
田
山
杉
四
寸
か
け
の
大
わ
り
'
長
さ
京
間
弐
間

二
被
仰
付

侯
､
其
方
請
取
可
京
着
侯
'
不
可
有
由
断
侯
'
猶
加
賀
大
納
言
可
被
中
也
'

正
月
廿
五
間

(秀
吉
朱
印
)

南
部
信
濃
守
と
の

〔南
部
家
文
書
〕

○
岩
手
県
立
図
書
館
蔵

去
年
以
来
被
仰
侯
板
之
事
'
秋
田
津
軽
其
方
領
内
何
之
山

二
而
成
共
'
勝
手
能
所

作
仙
取
至
'
敦
賀
差
上
'
大
谷
刑
部
少
輔
可
相
渡
侯
､
猶
加
賀
大
納
言
可
被
中
也
'
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三
月
廿
七
日

(秀
吉
朱
印
)

南
部
大
膳
大
夫
と
の
へ

右
の
二
つ
の
朱
印
状
の
内
'
前
者
を

｢朱
状
⑤
｣
'

後
者
を

｢
朱
状
④
｣
と
略
記

(9
)

す
る
｡
長
論
文
②

(
一
〇
八
頁
～
一
〇
九
頁
)
で
は
'
朱
状
⑤
に
杉
板
の
厚
さ
が
四

寸
と
し
て
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
'
朱
状
⑤
を
文
禄
四
年
の
朱
印
状
と
L
t
ま
た

朱
状
④
を
慶
長
三
年
の
朱
印
状
と
し
て
い
る
｡
そ
し
て
'
長
論
文
②

(
一
〇
四
頁
)

で
は
'
南
部
氏
に
対
す
る
杉
板
の
割
付
け
は
慶
長
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
行
な
わ
れ

た
t
と
推
定
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
長
論
文
②
の
説
の
内
'
朱
状
④
を
慶
長
三
年
と
す
る
こ
と
に
は
賛
成

で
あ
る
｡
し
か
し
'
次
の
①
～
④
に
ょ
っ
て
'
長
論
文
②
の
'
朱
状
⑤
を
文
禄
四
午

の
朱
印
状
と
す
る
説
に
は
従
わ
な
い
｡

①
朱
状
④
を
慶
長
三
年
と
す
れ
ば
'
朱
状
④
の

｢去
年
以
来

被
仰
付
侯
板
之
事
｣

の
文
言
よ
り
'
朱
状
⑤
は
慶
長
二
年
の
可
能
性
が
高
い
｡

②
朱
状
⑤
に
は

｢京
間
弐
間
｣
と
あ
る
｡
表
①
よ
り
'
慶
長
元
年
は
す
べ
て
三
間

坂

(三
間
二
尺
)
で
あ
り
'
二
間
板
が
多
く
な
る
の
は
慶
長
二
年
以
後
で
あ
る
｡

よ
っ
て
'
朱
状
⑤
は
慶
長
二
年
以
後
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
｡

④
朱
状
⑤
に
は

｢御
作
事
為
御
用
｣
と
あ
る
｡
そ
し
て
'
本
稿
の
第
八
章
で
考
察

す
る
よ
う
に
'
こ
の

｢御
作
事
為
御
用
｣
と
い
う
文
言
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
'

朱
状
⑤
は
慶
長
二
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
｡

右
の
①
～
④
を
考
慮
し
'
南
部
氏
の
杉
板
の
割
付

･
廻
漕
に
つ
い
て
復
原
す
れ
ば
'

次
の
よ
う
に
な
る
｡

南
部
氏
は
'
慶
長
二
年
正
月
二
五
目
付
の
朱
状
⑤
に
よ
っ
て
'
出
羽
国
秋
田
領
に

お
い
て
'
秋
田
氏
が
伐
採
し
た
杉
板
を
受
領
し
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
｡
更

に
'
南
部
氏
は
'
慶
長
三
年
三
月
二
七
目
付
の
朱
状
④
に
よ
っ
て
'
秋
田
･
津
軽

･

南
部
各
領
内
の
山
中
に
お
い
て
'
杉
板
を
自
由
に
伐
採
し
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら

れ
た
｡
し
か
し
'
慶
長
四
年
に
杉
板
の
廻
漕
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
'
分
ら
な
い
｡

次
に
'
津
軽
氏
の
杉
板
廻
漕
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡
表
④
に
ょ
れ
は
'
津
軽
氏
は

慶
長
二
年
か
ら
同
四
年
に
'
秋
田
に
杉
板
を
請
取
に
行

っ
て
い
な
い
｡
と
こ
ろ
が
'

長
論
文
②

(
一
〇
四
頁
)
に
ょ
る
と
'
豊
臣
政
権
は
'
朱
状
④
に
よ
っ
て
'
小
野
寺

氏
に
対
し
て
'
津
軽
氏
が
廻
漕
し
な
か
っ
た
分

(慶
長
二
年
の
割
付
け
分
)
を
'
廻

(10
)

漕
す
る
こ
と
を
命
じ
'
小
野
寺
氏
は
そ
れ
を
実
行
し
た
t
と
い
う
｡

こ
の
説
に
従
え
ば
'
小
野
寺
氏
は
例
年
の
二
倍
'
即
ち
二
九

〇
問
の
杉
板
廻
漕
を

行
な
っ
た
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
こ
の
説
に
は
'
次
の
①
～
④
の
難
点
が
あ
る
｡

①
慶
長
三
年
の
小
野
寺
氏
の
負
担
が
重
す
ぎ
る
｡

②
材
帳
④

･
蔵
状
④
に
は
'
小
野
寺
氏
が
津
軽
氏
分
の
杉
板
も
廻
漕
し
た
こ
と
を

示
す
記
述
は
な
い
｡

④
小
野
寺
氏
が
津
軽
氏
分
の
杉
板
を
廻
漕
し
た
こ
と
を
示
す
杉
坂
詰
取
状

･
運
質

請
取
状
は
存
在
し
な
い
｡

右
の
①
～
④
よ
り
'
先
の
説
に
従
う
こ
と
は
で
き
な
い
｡
朱
状
④
は
'
小
野
寺
氏
に

対
し
て
'
小
野
寺
氏
分
の
一
四
五
間
の
板
を
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
'
長
論
文
②

(
一
〇
五
頁
)
に
ょ
れ
ば
'
朱
状
④
と
同
様
の
方
式
で
'
津
軽
氏

は
慶
長
二
年
か
ら
杉
板
を
廻
漕
し
た
t
と
い
う
｡
本
稿
は
'
こ
の
説
に
は
従
い
た
い
｡

以
上
に
よ
っ
て
'
伏
見
作
事
板
の
年
間
の
割
付

･
伐
採

･
廻
漕
間
数
に
つ
い
て
'

一
通
り
検
討
し
た
こ
と
に
な
る

(本
章
の
中
心
の
表
は
'
表
④
で
あ
る
)
｡

と
こ
ろ
で
'
従
来
の
研
究
は
'
割
付

･
伐
採

･
廻
漕
間
数
に
関
し
て
'
若
干
の
問

題
を
含
ん
で
い
る
｡
以
下
'
そ
れ
ら
を
い
く
つ
か
列
挙
し
て
い
く
｡
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渡
論
文

(
二
九
頁
)
の
第
四
表
の
慶
長
三
年
の
と
こ
ろ
に
一
〇
〇
一
(
三
五
五

･

五
)
と
あ
る
が
'
こ
れ
は
'
九
九
六
･
五

(
三
五
五

･
五
)
の
誤
り
で
あ
る
｡
慶
長

四
年
の
と
こ
ろ
に
一
〇
〇
一
(三
六
三
･
五
)
と
あ
る
｡
し
か
し
､
こ
れ
は
九
四
三

･

五

(
二
九
七

･
五
)
の
誤
り
で
あ
る
｡
こ
の
慶
長
四
年
の
と
こ
ろ
の
誤
り
は
'
田
中

又
三
郎
を
秋
田
氏
分
の
板
の
廻
漕
人
と
誤
解
し
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
あ
る

(本
稿

第
三
章
参
照
の
こ
と
)
｡

渡
論
文

(
二
七
頁
の
七
行
目
か
ら
'

一
〇
行
目
)
に
よ
れ
ば
'
秋
田
氏
は
秋
田
氏

分
の
板
を
慶
長
二
･
三
年
に
'
そ
れ
ぞ
れ
三
五
〇
間
､
三
五
〇
間
の
板
を
山
元
か
ら

舟
場
場
ま
で
搬
出
し

(同
四
年
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
い
)
'

同
二

･
三

･
四
年
に

は
'
そ
れ
ぞ
れ
三
五
〇
間
'
三
五
五
･
五
間
'
三
六
三

･
五
間
の
板
を
廻
漕
し
た
こ

と
に
な
る
｡
し
か
し
'
こ
の
説
に
は
三
重
に
誤
り
が
あ
る
｡
ま
ず
'
第

一
に
､
慶
長

三
年
の
場
合
'
搬
出
間
数
よ
り
廻
漕
間
数
の
方
が
多
-
な

っ
て
お
り
'
不
自
然
で
あ

る
｡
第
二
に
'
慶
長
四
年
に
は
'
秋
田
氏
は
二
九
七

･
五
間
の
板
を
廻
漕
し
て
い
る

の
で
あ
っ
て
'
三
六
三

･
五
間
で
は
な
い
｡
第
三
に
'
慶
長
二
年
の
三
五
〇
問
を
'

山
元
か
ら
舟
着
場
ま
で
の
搬
出
間
数
と
し
て
い
る
が
'
こ
れ
は
割
付
間
数
の
誤
り
で

あ
る
｡

啓
論
文

(
一
一
七
貢
)
の
第

一
五
表
の
'
慶
長
三
年
の
と
こ
ろ
の
八
五
六
は
､
八

五
一
･
五
の
誤
り
で
あ
り
'
慶
長
四
年
の
八
五
六
は
'
八
〇
三

･
五
の
誤
り
で
あ
る
｡

古
論
文

(七

一
九
頁
)
の
第

一
表
の
備
考
に
は
'

｢
船
賃

慶
長
二
年
は
五
六

一

間

分

同
三
年
は
三
五

一
間
分

同
四
年
は
二
九
七
間
分
｣
と
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
五
六

一
間
分
'
五
六
六

･
五
間
分
'
五
〇
八

･
五
間
分
の
誤
り
で
あ
る
｡

な
お
'
他
に
も
'
啓
論
文

･
古
論
文

･
徹
論
文
①

･
徹
論
文
②

･
塩
論
文
①

･
塩
論

文
②

･
｢秋
田
県
の
歴
史
｣
･
県
史
①
に
'
誤
り
が
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
省
略
す
る
｡

五

金
の
量
目

金

一
両
を
四
匁
五
分
と
す
る
慣
行
は
'
鎌
倉
後
期
頃
か
ら
生
じ
た
｡
こ
の
慣
行
は
'

京
都
中
心
に
行
な
わ
れ
て
京
目
と
称
し
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
地
方
に
ょ
っ
て
'
四
匁

･

四
匁
二
分

･
四
匁
七
分

･
五
匁
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
'
こ
れ
を
田
舎
目
と
称
し

た
｡
と
こ
ろ
が
'
金
の
量
目

一
両
は
四
匁
五
分
で
あ

っ
た
が
'

一
六
世
紀
後
半
期
那

ち
元
亀

･
天
正
よ
り
四
匁
四
分
に
変

っ
た
｡
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
｡
し
か

し
､
両

･
分

･
朱
の
四
進
法
が
'
匁

･
分

･
厘
の
貫
匁
法
と
実
際
に
併
用
せ
ら
れ
た

(‖
)

の
で
'
そ
の
便
宜
の
た
め
で
は
な
い
か
t
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

そ
れ
で
は
'
秋
田
に
お
い
て
'
蔵
米
は
ど
の
よ
う
に
換
金
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

そ
こ
で
'
次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
｡

【問
題
④
】
秋
田
に
お
い
て
'
蔵
米
を
金
子
に
換
金
す
る
際
に
'
京
目

(四
匁
四
分
)

と
田
舎
目
の
'
い
ず
れ
が
用
い
ら
れ
た
か
｡

な
お
'

｢金
子

一
枚
=
一
〇
両
｣
と
考
え
て
よ
い
｡
渡
論
文

･
啓
論
文
に
お
い
て
も
t

へ12
)

｢
金
子

一
枚
=
一
〇
両
｣
と
し
て
い
る
｡

次
に
'
問
題
④
を
解
-
こ
と
を
考
え
る
｡
ま
ず
'

｢
金
子

一
両

=
N
匁
｣
と
す
る

(
N
>
o
)
｡
そ
し
て
'

｢金
子
b
枚
C
両
d
匁

e
分
-
厘

g
毛
｣
を
､
両
の
単
位

に
換
算
し
た
も
の
を
t
M
両
と
す
れ
ば

･
-
1.
b
･
C
･
叫
(
d
･
轟

･
れ

･
%
)

(
1
,

(13
)

と
な
る
｡
ま
た
'
米
H
石
を
換
金
し
て

(H
>
o
)'

金
子
M
両
に
な
っ
た
と
す
る

(
M
>
O
で
t
M
は
両
の
単
位
に
換
算
し
た
も
の
で
'
整
数
と
は
限
ら
な
い
)
｡

そ

の
際
'
米
が
'
金
子

一
枚
に
つ
き
R
石

(R
>
0
)
で
換
金
さ
れ
た
と
す
れ
ば
'
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ー
O

M

R

H

と
な
る
｡
仙
式
を
仏
式
に
代
入
す
れ
ば
'

㌍

(
1.
b
･
C
+
H

d
･
守

･
午

･h
j)

と
な
る
｡
制
式
を
変
形
す
れ
ば
t

f

d
･
轟

.
尋

+
症

蘭
E

繭
E

N
=

(
4

)

と
な
る
｡

㈲
式
を
用
い
て
'
渡
論
文

･
啓
論
文
に
お
け
る
N
の
値
を
求
め
る
と
､
表
④
の
よ

う
に
な
る
｡

次
に
'
史
料
中
の
N
の
値
を
'
仙
式
を
用
い
て
求
め
る
｡
そ
こ
で
'
文
禄
四
年
か

ら
慶
長
四
年
ま
で
の
t
b
･
C
･
d
･
2
･
-
･
g
の
値
を
'
材
帳
①
～
⑤
よ
り
書

き
出
す
と
'
表
⑲
I
a
～
表
⑲
-
e
の

｢
b
･
C
･
d

･
e
･
-
･
g
｣
の
欄
の
よ

う
に
な
る
｡

そ
し
て
'
表
⑲
-
a
～
表
⑲
-
2
の

｢
b
･
C
･
d
･
-
･
g
｣
の
欄
の
値
と
'

表
⑤
-
a
～
表
⑤
-
2
に
お
け
る
H
の
値

(舟
賃
の
欄
)
と
'
材
帳
①
～
⑤
の
R
の

値

(文
禄
四
年
か
ら
慶
長
二
年
ま
で
ほ
t
R
=
二
四
〇
で
あ
る
の
に
対
し
て
､
慶
長

三
年
か
ら
同
四
年
ま
で
は
t

R
=
l
八
〇
で
あ
る
)
を
'
繊
式
に
入
れ
て
t
N
の
値

を
求
め
る
と
'
表
⑲
-
a
～
表
⑲
-

2
に
お
け
る

｢
N
｣
の
欄
の
よ
う
に
な
る

(磨

長
四
年
に
は
若
干
問
題
が
あ
り
'
後
に
考
察
す
る
)
｡

表
⑲
-
a
～
表
⑲
-
2
の

｢
N
｣
の
欄
に
ょ
れ
は
'
ほ
と
ん
ど
N
-
四

･
四
で
あ

表@ 渡論文 ･啓論文におけるNの値

渡 論 文 啓 論 文

秩 .小 .本 秋 田氏 分 1間板 1枚 秩 .小 .本 杉 板 1間

文 禄 4 3.7 4.41 4.04 4.4 2.77慶 長 元 3.93 5.42 4.3

慶 長 2 7.6 2.47 3.99 8,.3 4.31

慶 長 3 0.18 10.4 4.01 1.57 4.44

･｢秋 ･小･本｣とは ｢秋田氏分+小野寺氏分+本堂氏分｣の板のこと｡

･表④の数値は､渡論文 (29頁)の第4蓑､渡論文 (31頁)の第五表､啓論文 (116-

117頁)の第15表､啓論文 (120頁)の第19表の数値を用いて算出した｡
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表⑲-b 慶長元年の舟賃 (金子)

b.C.d.e.f.g. N

商 人 @ .9.1.1. 4.4

商 人 し軒 .5.2.4. 4.144

商 人 ④ .6.0.7. 4.398

商 人 (ラ .7.2.9.6. 4.401

商 人 ④ .9.1. 4.404

商 人 ④ .8.3.5.1. 4.4

商 人 ⑲ .3.3. 4.401

商 人 ⑭ 1.0.2.2.2. 4.4

商 人 ㊥ .1.1. 4.4

商 人 ⑲ 1.3.3.7. 4.4

商 人 ⑭ .9.1. 4.404

商 人 ⑲ .6.1.6.7. 4.4

本 堂 氏 1.1.2.0.1. 4.405

小野寺氏 3.9.2.4.4. 4.403

合 計 6.84.24.42.25.
(2.74.20.38.20. .)

表⑲-d 慶長3年の舟賃 (金子)

｣ L b.C.d.e.f.g. N

商 人 ㊨ .5.

商 人 ㊧ .2.3.4.

商 人 ㊨ 1.4,

商 人 ㊧ .5.

商 人 ㊨ .5.

商 人 ㊨ 1.

商 人 ㊨ .5.

商 人 @ .3.1.3.3.

商 人 ㊨ 1.

商 人 ⑲ 1.

小野寺氏 3.8.2.2.1.4. 4.26

表⑲-a 文禄4年の舟賃 (金子)

b.C.d.e.f.g. N

商 人 (∋ 1.6. 4.412商 人 ④ 1.1.1.6.

商 人 ④ .9.

合 計 (2.16.1.6. .)

･表⑲-a～表㊥-eの合計の欄には､括弧内の数

値と括弧外の数値の2種類の数値がある (但し､

表⑲-aほ例外的)｡ そして､括弧内の数値は､

｢商人のところの合計の数値｣である｡それに対

して､括弧外の数値は､｢商人のところの合計の数

値+小野寺氏 ･本堂氏のところの数値｣である

(表@-aの合計の欄に､括弧外の数値が記述さ

れていないのは､文禄4年に杉板を廻漕したのが

秋田氏のみだからである)0

表⑲ - C 慶長2年の舟賃 (金子)

b.C.d.e.f.g. N

商 人 ㊥ 1.2.4.1.4. 4.4l 4.40 2 l

商 人 ⑯ 1.

商 人 ⑯ .9.1.9.

商 人 ㊧ .4.4.1.4. 4.4

商 人 ㊨ 1.1.3.3. 4.4

商 人 (画 1.4.2.5. 4.402

商 人 ㊧ 1.1.3.3. 4.4

商 人 ㊥ .7.0.2.5. 4.412

本 堂 氏 .7.3.6. 4,8

小野寺氏 3.4.0.9.1. 8.029

合 計 8.39.20.39.14.
(5.28.17.24.13. .)

･商人の番号が､必ずしも､(@～㊧の順に並んでい

ないのは､表⑲- Cの商人の順序が､材帳(餅こ記

述されている順序だからである｡

･表⑲-d､表(画一eの場合も､上と同様の方法で

作製されている｡
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表⑲-e 慶長 4年の舟賃 (金子)

b.C.d.e.f.g. N

商 人 ㊨ .8.(2上 44

商 人 ㊨ .6.

商 人 ㊨ .8.(2).

商 人 ㊧ 1.2.(2). 4

商 人 ㊨ .4.

商 人 ㊨ .1.

商 人 ㊥ .1.

本 堂 氏 .6.2.4. 4.4

小野寺氏 3.1.

合 計 7.7.9.0.
(4.0.6.6. .)

･(2)は､ ｢両 ･分 ･朱｣の ｢2分｣である｡

る
｡
つ
ま
り
'
問
題
③
の
解
答
は
'
京
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
よ
っ
て
'
表
㊥
の

渡
論
文

･
啓
論
文
の
説
は
'
四

･
四

二

四

･
四
以
外
は
'
す
べ
て
誤
り
で
あ
る
｡

な
お
'
表
⑲
-

2
に
は
若
干
問
題
が
あ
る
｡
慶
長
四
年
に
は
'
本
堂
氏
の
奉
行
に

渡
し
た
金
子
は
'

｢匁

･
分

･
厘

･
毛
｣
の
貫
匁
法
に
よ
っ
て
換
金
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
｡
し
か
し
'
秋
田
氏
分
の
板
の
舟
賃

(商
人
に
渡
し
た
金
子
)
は
'

｢両

･
匁

･

朱
｣
の
四
進
法
に
よ
っ
て
換
金
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
表
⑲
-

2
の

｢
N
｣
の
欄
で
'

商
人
⑯

･
㊨

･
⑲
の
N
の
値
が
'
四

･
四
で
は
な
く
'
四
に
な

っ
て
い
る
の
ほ
'
こ

の
た
め
で
あ
る
｡

そ
こ
で
'

｢
両

･
分

･
朱
｣
の
値
を
'

｢
両

･
匁

･
分

･
厘

･
毛
｣
の
値
に
換
算

す
る
こ
と
を
考
え
る
｡
ま
ず
'
次
の
㈲
式

･
㈲
が
成
立
す
る
｡

)
劃
=
4
時

-
4
沸

×

4

-
46沸

)
劃
=
4
浄
+
4
時
=

(40時
×
4
)
+

4
時

1
44/JT

㈲
式
と
㈲
式
の
一
両
は
'
同

一
で
あ
る
か
ら
t

t6
沸
-

44時

∋

70

と
な
る
｡
但
し
t
m
式
の
右
辺
の

｢分
｣
は
'

｢両

･
匁

･
分

･
厘

･
毛
｣
の

｢分
｣

で
あ
る
｡
ま
た
'
制
式
の
両
辺
に
1
16
を
か
け
れ
ば
'

ー
･二

㌻

と
な
る
｡
ま
た
'

｢金
子
d
分

e
朱
｣
を
'
朱
の
単
位
に
換
算
す
れ
ば
t

d
/jjl
+
e
沸
=

(
4

d
+
e
)
沸

と
な
る
｡
㈲
式
と
㈲
式
よ
り
'

(

4
d

･
e)
沸
=
叩

(
4

d

･
e

)

/"1

開
門

闘

E



と
な
る
｡
ま
た
'

･

h

l
I
計

卦

で
あ
る

｡
禁
の
両
辺
に
,

%(4
d
･
e
)
を
か
け
れ
ば
,

?(
4
d
･
e
)
帯

4

ik(
4
d
･
e
)
劃

と
な
る
｡
し
た
が
っ
て
'

｢金
子
d
分

e
朱
｣
は
t

d
守

e
･沖
=
4T

tk(4
d

･
e
)
劃

喜
一

開

換
算
す
る
方
法
を
考
え
る

(文
禄
四
年
で
は
'
八
〇
〇
間
の
板
の
内
'
二
間
板
と

一

問
板
の
間
数
の
割
合
が
分
ら
な
い
た
め
'
こ
こ
で
は
文
禄
四
年
の
板
に
つ
い
て
は
'

除
い
て
考
え
る
)
｡

表
㊥
-
b
～
蓑
㊥
-
e
に
記
述
さ
れ
て
い
る
板
の
間
数
'
表
⑦

･
表
㊥
に
記
述
さ

れ
て
い
る
板
の
間
数
を
'

一
般
に
A
問
と
す
る
｡
そ
し
て
t
A
間
の
板
の
中
に
'
長

さ

一
問
の
板
が
'
-
問
'
長
さ
二
間
の
板
が
-

問
'
長
さ
三
間

(
三
間
二
尺
)
の
板

が

q
問
あ
る
と
す
る
｡
A
間
を
基
準
板
に
換
算
し
た
数
値
を
K
枚
と
す
れ
ば
'

K

I
4
(i
+
2
j

+
3
q
)

()
4
)

閲

で
あ
る

(但
し
t

N
=
四
･
四
)
｡

材
帳
㊥
に
よ
れ
ば
'
商
人
㊨

･
㊨
に
は
'
共
に

｢
金
子
八
両
弐
ふ
｣
渡
し
'
商
人

⑲
に
は

｢金
子
壱
枚
'
弐
両
弐
ふ
｣
渡
し
て
い
る
｡

こ
れ
ら
を
旧
式
を
用
い
て
'

｢両

･
匁

･
分

･
厘

･
毛
｣
の
単
位
に
換
算
す
れ
ば
'

そ
れ
ぞ
れ

｢金
子
八
両
二
匁
二
分
｣
'
｢金
子

一
枚
二
両
二
匁
二
分
｣
と
な
る
｡
そ
し

て
'
蓑
⑲
-
2
の
合
計
の
数
値
は
'
右
の
よ
う
に
'
商
人
⑯

･
㊨

･
⑲
の
舟
賃

(金

千
)
を
'

｢両

･
匁

･
分

･
厘

･
毛
｣
に
換
算
し
た
数
値
を
用
い
て
計
算
し
た
も
の

で
あ
る
｡

と
な
る
｡

ま
た
'
板
A
間
を
廻
漕
す
る
舟
賃
を
得
る
の
に

(
こ
の
場
合
の
A
問
は
'
表
⑤
-

b
～
表
㊥
-
2
に
限
る
)
'

蔵
米
を
H
石
換
金
し
た
と
す
る
｡
す
る
と
'
基
準
板

一

枚
当
り
の
舟
賃
を
得
る
の
に
'
蔵
米
を
L
石
支
出
し
た
と
す
れ
ば
'

71

L
I
f

と
な
る
｡

㈹式
を
個
式
に
代
入
す
れ
ば
'

閲

4

(

i
+

2j+3
q
)

()
6)

六
基
準
板

一
枚
当
り
の
舟
賃

仙
問
題
①
を
解
く

本
章
の
伽
で
は
'
問
題
①
を
解
-
こ
と
に
す
る
｡
第
三
章
の
蓑
⑤
I
b
～
表
㊥
I

e
の
板
の
間
数
と
'
第
四
章
の
表
⑦

･
⑧
の
板
の
間
数
を
'

｢
基
準
板
の
枚
数
｣
に

と
な
る
｡

㈹
式
を
用
い
て
L
の
値
を
求
め
る
と
'
表
肌
の
よ
う
に
な
る

(但
し
'
･-
･
1

･

q
の
値
は
'
第
二
章
の
表
④
と
第
三
章
の
表
㊥
-
b
～
表
⑤
-
e
の
数
値
か
ら
求
め

た
｡
H
の
値
は
表
㊥
-
b
～
表
㊥
-
2
の
舟
賃
の
欄
の
数
値
を
用
い
た
)
｡

こ
の
表
⑪

の
慶
長
二
年
の
と
こ
ろ
を
見
る
と
'
ほ
と
ん
ど
が

L
=
〇
･
七
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
'

第
二
章
の
表
④
に
よ
れ
ば
'
商
人
④
～
⑯

(秋
田
氏
分
の
板
の
廻
漕
)

･
小
野
寺
氏



慶 長 元 年 慶 長 2 年 慶 長 3 年 慶 長 4 年

L (石) L (石) L (石) L (石)

商 人 ④ 0.986 商 人 ㊥ 0706 商 人 ㊨ 0.5 商 人 ㊨ 0.45

商 人 (む 0.911 商 人 ⑭ 0.706 商 人 ㊨ 0.499 商 人 ㊨ 0.45
商 人 ④ 0.966 商 人 ⑭ 0.707 商 人 ⑲ 0.5 商 人 ㊨ 0.45

商 人 ⑦ 1066 商 人 ㊧ 0.706 商 人 ㊨ 0.5 商 人 @ 0.45

商 人 ⑧ 0.940 商 人 ⑳ 0.705 商 人 ㊨ 0.5 商 人 ⑲ 0.45

商 人 ⑨ 0,982 商 人 ⑭ 0.711 商 人 ㊨ 0.5 商 人 ㊥ 0.45

商 人 ⑲ 0.982 商 人 ㊧ 0.705 商 人 ㊥ 0.5 商 人 ㊥ 0.45

商 人 ⑪商 人 ⑭商 人 ⑯商 人 ⑭商 人 ⑯ 1.0000.9860.9550.9460.879 商 人 ㊨ 0.706 商 人 ㊥商 人 ㊨商 人 ⑲商 人 ⑭ 0.50.4950.50.506

本 堂 氏 1.041 本 堂 氏 0.705 本 堂 氏 0.496 本 堂 氏 0.446

の
奉
行
が
請
取

っ
た
板
は
'
す
べ
て
二
間
板
で
あ
り
'
本
堂
氏
の
奉
行
が
請
取

っ
た

板
は

一
問
板
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
に
'
商
人
④
～
⑯

･
小
野
寺
氏
の
奉
行
が
請
取

っ
た
板
が
す
べ
て
二
間

板
で
'
本
堂
氏
の
奉
行
が
請
取

っ
た
板
が

一
間
板
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
t
L
の
値
が

両
者
に
お
い
て
T
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
'
慶
長
二
年
に
は
'
蔵
米
支
出
の
際
の
塞

準
と
な
る
板
の
単
位
量
が
基
準
板

7
枚
で
あ
る
t
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
｡

同
様
に
し
て
'
慶
長
三
年

･
同
四
年
も
'
蔵
米
支
出
の
際
の
基
準
と
な
る
板
の
単

位
量
は
基
準
板

一
枚
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

以
上
に
よ
っ
て
'
問
題
①
は
解
け
た
こ
と
に
な
る

(
な
お
'
慶
長
元
年
の
場
合
'

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
長
さ
三
間
二
尺
の
板
で
あ
る
た
め
'
右
の
よ
う
な
方
法
で
問
題
㊨

(14
)

を
解
-
こ
と
は
で
き
な
い
が
'
慶
長
二
年
以
後
と
同
じ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
)
｡

㈲
基
準
板

一
枚
当
り
の
舟
貫

本
章
の
闇
に
お
い
て
'
問
題
①
を
解
き
'
蔵
米
支
出
の
際
の
基
準
と
な
る
板
の
単

位
量
は
基
準
板

一
枚
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
｡
次
に
'
本
章
の
闇
で
は
'
基
準
板

1
枚
当
り
の
廻
漕
の
た
め
の
舟
賃

(金
子
)
を
求
め
る
こ
と
に
す
る
｡

ま
ず
'
板
A
間
を
廻
漕
す
る
舟
賃
と
し
て
商
人
や
小
野
寺
氏

･
本
堂
氏
の
奉
行
に
t

M
両
支
払

っ
た
と
す
る

(M
は
'
両
の
単
位
に
換
算
し
た
数
値
で
あ
り
'
整
数
と
は

限
ら
な
い
)
｡

そ
し
て
'
基
準
板

一
枚
当
り
の
舟
賃
を
S
両
と
す
れ
ば
､

s

I=

(1
7)

と
な
る

(S
は
整
数
と
は
限
ら
な
い
)
｡

ま
た
'

(
S
-
1
)
両
を
'
次
の
よ
う
に

す
る
｡
但
し
t
o
仙

(
S
-
1
)
両
<
一
両
で
あ
る
｡
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ま
た
'

(s
I
-
)
両
を
'

｢
β
匁

〃
分
t･
厘

山
毛
｣
と
L
t
V
=
10
一N
と
す
れ
ば
t

s

･

t

-
Ni
(
0
.

轟

.

か

.
i

)

I

v

(
払
･
車

･

聖

&

)

と
な
る
｡
㈹
式
と
個
式
よ
り
t

S

･
如

+
如

.
症

-
V
(

fo
･
轟

.
轟

.

む
(t
g)

(a
)

と
な
る
｡
働
式
よ
り
'

r

I
V

0

m

I

V

FL

n
I
V

e

p
I
V

w

(2
)
)

で
あ
る
｡

軌
式
を
変

形
すれ
ば
'

凶
式
を
用
い
て
t
s
両
を
'

｢両

･
匁

･
分

･
厘

･
毛
｣
の
形
に
換
算
す
れ
ば
'

表
㊥
の
よ
う
に
な
る
｡

但
し
t
M
の
値
は
'
表
⑲
-
b
～
表
⑲
-

e
の

｢
b
･
C
･
d
･
2
･
-
･
g
｣

の
欄
の
合
計
の
数
値

(括
弧
内
の
数
値
)
を
用
い
た
｡
ま
た
t
K
の
値
は
'
表
㊥
-

b
～
表
㊥
-

2
の

｢板
の
間
数
｣
の
欄
の
合
計
の
数
値

(
括
弧
内
の
数
値
)
を
'
㈹

式
に
よ
っ
て
換
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
た

(慶
長
元
年
だ
け
は
t

K
=
三

一
七

×
四
×
三

=
三
八

〇
四
と
し
た
)
｡

ま
た
'
表
⑲
の

｢
蔵
米
｣
の
欄
の
数
値
は
'
表

㊨
-
b
～
表
㊥
-

e
の

｢舟
賃
｣
の
欄
の
合
計
の
数
値

(括
弧
内
の
数
値
)
を
用
い

て
算
出
し
た
｡

表
⑭
に
よ
れ
ば
'
基
準
板

一
枚
当
り
の
舟
賃
は
'
慶
長
元
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
'

毎
年
減
少
し
て
い
る
｡
但
し
'
慶
長
元
年

･
同
二
年
と
'
慶
長
三
年

･
同
四
年
と
で

は
'
蔵
米
の
地
払
価
格
が
異
な

っ
て
い
る
｡
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I
V
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E

と
な
る
｡
ま
た
'
先
に

(
S
-
1
)
両
を
､

｢
β
匁

〃
分

to
厘

山
毛
｣
と
し
た
か
ら
'

物式
よ
り
'
S
両
は
'

S
=
五

･
甘

.
現
hl
･
晋

.
印
出

と
な
る
｡

昏
)

七

軍
役
と
し
て
の
伏
見
作
事
板
の
廻
漕

仰
軍
役
体
系

三
鬼
清

一
郎
氏
は
'
朝
鮮
の
役

(天
正
二

〇
年
の
第

一
次
出
兵
)
に
お
け
る
軍
役

(15
)

体
系
に
つ
い
て
'
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡

二
二
二

｢
こ
の
時
期
の
豊
臣
政
権
の
軍
役
大
系
は
'
外
様
大
名
を
含
め
た
全
領
主
階
級
を

包
摂
し
て
お
り
'
軍
役
人
数
が
知
行
石
高
に
照
応
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ

う
に
'
権
力
編
成
原
理
が
石
高
制
に
依
拠
し
た
'
極
め
て
整
然
と
し
た
も
の
で
あ

っ

た
｡
｣
本
稿
の
第
四
章
に
お
い
て
'
伏
見
作
事
板
の
割
付
間
数
に
つ
い
て
検
討
し
た
｡
そ



表⑭ 基準板 1枚当 りの舟賃

基準板 の枚 数(Kの値) 基 準 板 1枚 当 りの 舟 賃 地 払 価 格(金子 1枚ニ付)蔵 米 金 子

慶 長 元 枚 石 匁 分 厘 毛 石3,804 0.9495 0.1.9 .7 . 240

慶 長 2 4,200 0 7103 0.1.3 .0 _ 240

慶 長 3 4,268 0.4929 0.1.2.0 . 180

れ
で
は
'
伏
見
作
事
板
は
'
ど
の
よ
う
に
割
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
こ
で
'

次
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
｡

【
問
題
④
】
割
付
の
際
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
何
か
｡

【
問
題
㊥
】
割
付
は
石
高
に
照
応
し
て
い
る
か
否
か

問
題
④
を
解
か
な
け
れ
ば
'
問
題
㊥
を
解
-
こ
と
は
で
き
な
い
｡
し
た
が

っ
て
'
問

題
④
か
ら
先
に
検
討
し
て
い
-
｡
㈹
式
を
用
い
て
'
表
㊥
の
慶
長
元
年

･
同
二
年
の

板
の
間
数
を
基
準
板
の
枚
数
に
換
算
す
れ
ば
'
表
⑯
の
よ
う
に
な
る
｡

こ
の
表
⑯
に
よ
れ
ば
'
基
準
板
に
換
算
し
た
枚
数
は
'
慶
長
元
年
と
同
二
年
と
で
'

は
ば

一
致
し
て
い
る
｡
こ
れ
は
偶
然
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
よ
-

l
致
し
て
い
る
｡

偶
然
で
は
な
い
と
す
れ
ば
'
必
然
で
あ
る
｡
必
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
'
豊
臣
政

権
が
'
慶
長
元
年
と
同
二
年
と
で
基
準
板
の
枚
数
が

一
致
す
る
よ
う
に
意
図
し
た
t

と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
豊
臣
政
権
が
'
そ
の
よ
う
に
意
図
し
た
と
い
う
こ
と
は
'
割

付
け
の
際
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
が
'
慶
長
元
年
と
同
二
年
で
は
'
供
に
基
準

板

一
枚
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
更
に
'
慶
長
二
年
と
同
三
年

･
四
年
と
で
は
'

割
付
間
数
が
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
慶
長
元
年
か
ら
同
四

年
ま
で
の
蔵
米
支
出
の
際
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
は
'
基
準
板

一
枚
と
い
う
こ

と
に
な
る
｡
こ
れ
で
'
問
題
④
は
解
け
た
こ
と
に
な
る
｡

次
に
'
問
題
㊥
を
解
-
｡
あ
る
大
名
の
領
知
高
を
D
石
と
す
る

(
D
>
o
)｡

そ

し
て
'
そ
の
大
名
が
あ
る
年
に
割
付
け
ら
れ
た
板
を
'
基
準
板
に
換
算
す
る
と

a
秩

に
な

っ
た
と
す
る

(
a
>
o
)｡
更
に
'
基
準
板

l
枚
当
り
の
領
知
高
を

～
石
と
す

れ
ば
'
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と
な
る
｡
表
④
の
D
の
値
と
'
表
⑲
の
数
値
を
用
い
て
'
諸
大
名
に
お
け
る
Z
の
値

を
求
め
る
と
'
表
⑭
の
よ
う
に
な
る
｡

こ
の
表
⑭
に
よ
れ
ば
'
例
え
は
慶
長
元
年
の
諸
大
名
の
x
の
値
は
'
ほ
ぼ
三

〇
め

た
り
で

一
定
し
て
い
る

(慶
長
二
年
も
同
様
)
｡

領
知
高

D
が
'
大
名
問
で
大
き
-

開
き
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
'
諸
大
名
の
Ⅰ
の
値
が
は
ば

一
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
'
慶
長
元
年

･
同
二
年
供
に
'
割
付
が
領
知
高
'
即
ち
石
高
に
照
応
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
｡
更
に
'
慶
長
二
年
と
同
三
年

･
四
年
と
で
は
'
割
付
間
数
が
類

似
し
て
い
る
か
ら
'
結
局
'
慶
長
元
年
か
ら
同
四
年
ま
で
の
伏
見
作
事
板
の
割
付
は
'

石
高
に
照
応
し
て
い
た
と
い
え
る
｡
こ
れ
で
'
問
題
㊥
ほ
解
け
た
こ
と
に
な
る
｡
な

お
'
｢
伏
見
作
事
板
の
割
付
は
'
石
高
に
照
応
し
て
い
た
｣
と
は
'

｢
豊
臣
政
権
が
'

伏
見
作
事
板
の
割
付
を
'
石
高
制
に
依
拠
し
て
行

っ
た
｣
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

こ
こ
で
'
加
藤
民
夫
氏
等
の
説
の
批
判
を
行
な
う
｡
加
藤
氏
は
'
伏
見
作
事
板
に

(16
)

関
し
て
'
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡

｢北
奥
羽
の
場
合
'
豊
臣
秀
吉
が
秋
田
杉
の
素
暗
し
さ
に
目
を
つ
け
'
伏
見
作
事

板
と
し
て
諸
氏
の
石
高
に
応
じ
て
賦
課
し
て
き
た
の
で
あ
る
｡
そ
の

一
部
を
ま
､と
め

た
の
が
第
七
表
で
あ
る
｡
秋
田
氏
だ
け
は
別
格
で
あ
る
が
他
は
石
高
と
相
関
関
係
に

あ
る
｡
特
に
仁
賀
保
以
下
の
中
小
領
主
の
場
合
は
慶
長
元
年
は
四

〇
〇
石
に

一
問
'

同
じ
-
二
年
分
は
四

〇
〇
石
に
三
間
の
割
当
で
あ
る
｡
｣

右
の
説
に
は
'
次
の
三
つ
の
問
題
点
が
あ
る
｡

①
加
藤
氏
の
説
は
'
割
付
の
際
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
を
'
板

一
間
と
し
た

こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
は
基
準
板

一
枚
の
誤
り
で
あ
る
｡

④
割
付
の
際
の
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
を
'
板

一
間
と
す
れ
ば
'
慶
長
二
年
以

後
は
'
割
付
は
石
高
に
照
応
し
な
-
な
る

(
二
間
板
を
割
付
け
ら
れ
た
大
名
と
'

表⑭ 基準板 1枚当りの領知高

大 名 慶 長 元 年 慶 長 2年

秋 田 氏津 軽 氏小 野 寺 氏 20.16石l 29.26 18.73石l 27.24 l

戸 沢 氏 36.96 34.65

仁 賀 保 氏赤 字 曽 氏滝 沢 氏内 越 氏 30.9726.06 30,9726.06

岩 屋 氏 37.13 37.13

六 郷 氏 34.23 34.13

本 堂 氏 34.03 34.03

表㊥ 基準板の枚数

大 名 慶 長 元 年 慶 長 2年

秋 田 氏 2,700枚 2,800枚

津 軽 氏 1,080! 1,.8. 1,160小 野 寺 氏 1,080 1,160

戸 沢 氏 1,200 1,280

仁 賀 保 氏 120 120

赤 字 曽 氏 132 132

滝 沢 氏 84 84

内 越 氏 48 48

岩 屋 氏 24 24

六 郷 氏 132 132

本 堂 氏 264 264
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1
間
板
を
割
付
け
ら
れ
た
大
名
と
で
は
'
板

一
間
当
り
の
領
知
高
に
大
き
な
開

き
が
生
ず
る
か
ら
)
｡

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
'
割
付
が
石
高
に
照
応
し
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
｡

④
仁
賀
保
以
下
の
中
小
領
主
の
場
合
は
'
慶
長
元
年
は
四

〇
〇
石
に

一
間
'
慶
長

二
年
分
は
四

〇
〇
石
に
三
間
の
割
合
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
｡
こ
れ
に
従
え
ば
'

仁
賀
保
以
下
の
中
小
領
主
に
対
す
る
慶
長
二
年
の
割
付
が
'
同
元
年
よ
り
も
≡

倍
に
な

っ
た
こ
と
に
な
る
｡
し
か
し
'
基
準
板
に
換
算
す
れ
ば
'
元
年
と
二
午

と
で
は
'
割
付
枚
数
は
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
あ
る
｡

右
の
三
つ
の
問
題
点
よ
り
'
加
藤
氏
の
説
は
再
考
を
要
す
｡
ま
た
'
長
論
文
①

(
四

六

･
四
七
頁
)

･
塩
論
文
①

(
三
四
頁
)

･
塩
論
文
④

(
四
九
克
)
に
も
'
右
の
①

･

④
と
同
様
の
誤
り
が
あ
り
'
再
考
を
要
す
｡

し
た
が

っ
て
'

｢伏
見
作
事
板
の
割
付
は
'
石
高
に
照
応
し
て
い
た
｣
と
い
う
こ

と
は
'
本
稿
に
ょ
っ
て
初
め
て
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡

な
お
'
長
論
文
④

(
一
〇
四
貢
)
で
は
'
伏
見
作
事
板
の
供
出
に
つ
い
て
'

｢慶

長
二
年
の
朝
鮮
出
兵
に
動
員
さ
れ
る
軍
役
に
代
替
す
る
も
の
と
し
て
'
北
奥
羽
各
氏

を
軍
役
体
系
に
包
摂
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
｡
｣

と
述
べ
て
い
る
｡
本
稿
は
'
右
の

説
に
従
う
こ
と
に
す
る
｡

㈲領
知
高

(豊
臣
政
権
下
)
の
推
定

表
④
に
は
'
津
軽
氏

･
赤
字
曽
氏

･
滝
沢
氏
の
領
知
高
が
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
こ

れ
は
'
こ
の
三
氏
の
知
行
宛
行
状
あ
る
い
は
検
地
目
録
帳
が
'
現
存
し
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
｡

そ
こ
で
'
本
章
の
闇
で
は
､
割
付
枚
数

(
基
準
板
に
換
算
し
た
枚
数
)
か
ら
'
こ

の
三
氏
の
領
知
高
の
推
定
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
｡

あ
る
年
の
t

n
人
の
大
名
に
お
け
る
～
の
値
の
'
平
均
値
を
一～
と
す
る

(標
本
平

均
)
｡

そ
し
て
'
標
本
標
準
偏
差
を

S
と
す
る
｡
す
る
と
'
あ
る
大
名
の
領
知
高
D

は
'

D
-
a
I

閲
E

と
推
定
で
き
る
｡
こ
こ
で
'
推
計
学
的
な
考
え
方
に
よ
り
'
推
定
の
誤
差
を
考
慮
す

れ
ば
t
a
吋

に
は
'
次
の
よ
う
に
幅
が
つ
く
｡

a
叫
廿
1
･

96祁

ま
た
は
'a

l
j=

2･58祁

(
9
9

%
8
両
帯
締
)
闇

E
§
一

(
9
5

%
8
荊
帯
締
)

表
④
の
領
知
高
の
記
さ
れ
て
い
る
8
人
の
大
名

(
∩
-
8
)
に
つ
い
て
'
慶
長
四

年
の
l
～の
値
を
求
め
る
と
t

T
=
三

〇
･
七
九
で
あ
る
｡
そ
し
て

S
は
t

s
=
四

･

(17
)

八
六
で
あ
る
｡
闇
式

･
脚
式
を
用
い
て
'
津
軽
氏

･
赤
字
曽
氏

･
滝
沢
氏
の
領
知
高

の
推
定
値
を
求
め
る
と
表
⑯
の
よ
う
に
な
る
｡

な
お
'
長
論
文
①

(四
六
貢
)
で
は
'
豊
臣
政
権
下
の
津
軽
氏
の
領
知
高
を
'
三

万
石
と
し
て
い
る
｡
こ
の
説
は
'
本
稿
の
表
⑯
か
ら
も
妥
当
だ
と
い
え
る
｡

76

<

京
畿
大
地
震
と
伏
見
作
事
板

本
稿
で
は
'
前
章
ま
で
'
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
四
年
ま
で
の
杉
板
を
'
す
べ
て

｢
伏
見
作
事
板
｣
と
呼
ん
で
き
た
｡
し
か
し
'
厳
密
に
は
'
す
べ
て
の
杉
板
を
'

｢
伏
見
作
車
板
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
'
問
題
が
あ
る
｡



表⑯ 領知高 (豊臣政権下)の推定値

95% 信 頼 度 99% 信 頼 度

津̀ 軽 氏 石 石 石 石30,250 -37,800 29,060 -38,990

赤 字 曽 氏 3,620 - 4,510 3,480 - 4,650

本
章
で
は
'
杉
板
の
名
称
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
行
な
い
'
杉
板
の
名
称
の
変

化
と
京
畿
大
地
震
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
す
る
｡

ま
ず
文
禄
四
年

･
慶
長
元
年
の
杉
板
の
名
称
を
列
挙
し
て
い
-
｡

･
材
帳
①
に
は
'

｢御
橋
板
｣
と
あ
る
｡

･
蔵
状
④
ほ
'
文
禄
四
年
の
板
を

｢
御
は
し
板
｣
と
し
て
い
る
｡

･
請
状
④
に
は

｢御
橋
板
｣
と
あ
る
｡

･
朱
状
①
に
は

｢伏
見
向
嶋
橋
板
｣
と
あ
る
｡

･
材
帳
④
に
は

｢御
橋
板
｣
と
あ
る
｡

･
蔵
状
④
で
は
慶
長
元
年
の
杉
板
を

｢
同
板
｣
と
し
て
い
る
が
'
こ
の

｢
同

板
｣
は

｢御
橋
板
｣
の
こ
と
で
あ
る
｡

･
請
状
④
～
⑥
に
も

｢御
橋
板
｣
と
あ
る
｡

右
の
よ
う
に
'
文
禄
四
年
と
慶
長
元
年
の
杉
板
の
名
称
は
'
ほ
と
ん
ど

｢御
橋
板
｣

で
あ
る
｡

と
こ
ろ
が
'
慶
長
二
年

･
同
三
年

･
同
四
年
の
杉
板
の
名
称
は
'
次
の
通
り
で
め

る
｡

･
朱
状
②
に
は

｢伏
見
御
作
事
為
御
用
｣
と
い
う
語
句
が
あ
る
｡

･
朱
状
④
に
は

｢杉
大
わ
り
板
｣
と
あ
る
｡

･
材
帳
④
～
㊥
に
は

｢伏
見
御
作
事
之
板
｣
と
あ
る
｡

･
蔵
状
④
に
は

｢長
坂
｣
と
あ
る
｡

･
蔵
状
④
に
は

｢伏
見
御
作
事
之
板
｣
と
あ
る
｡

･
覚
書
④
に
は

｢伏
見
御
作
事
板
｣
と
あ
る
｡

･
こ
の
他
に
'
慶
長
二
年
の
積
残
分
証
文
に
は

｢
天
下
御
作
事
之
杉
板
｣
と

あ
る
｡

右
の
よ
う
に
'
慶
長
二
年

･
同
三
年

･
同
四
年
の
杉
板
の
名
称
は
'
ほ
と
ん
ど
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｢
伏
見
御
作
事
之
板
｣
で
あ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
'
杉
板
の
名
称
は
'
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
元
年
ま
で
は

｢御
橋
板
｣

で
あ
る
の
に
対
し
て
'
慶
長
二
年
か
ら
同
四
年
ま
で
は

｢伏
見
作
事
板
｣
で
あ
る
｡

そ
れ
で
は
'
こ
の
杉
板
の
名
称
の
変
化
は
'
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
｡
そ

こ
で
'
次
に
'
伏
見
城
の
築
城
経
過
を
伝
え
る
史
料
を
二
種
類
挙
げ
る
｡

(18
)

〔慶
長
年
中
卜
斎
記
下
之
巻
〕

文
禄
三
年
秀
吉
公
山
城
国
伏
見
指
月
を
仮
初
の
ご
と
く
に
城
構
'
追
日
次
第
に
紘

構
に
石
垣
'
御
殿
'
天
守
出
来
'

(中
略
)

文
禄
三
年
伏
見
向
島
に
城
を
御
取
立
'
指
月
の
城
よ
り
川
に
橋
を
掛
て
と
被
仰
出

候
'
城
も
大
方
は
出
来
'
御
殿
は
未
だ
也
'
四
年
の
八
月
大
雨
洪
水
'
城

へ
宇
治

川
の
水
の
り
候
故
'
御
止
'
指
月
の
城
に
天
守
御
上
'
御
殿
作
り
移
し
'
是
は
朝

鮮
よ
り
使
の
来
る
由
'
異
国
へ
外
聞
と
'
朝
鮮
よ
り
遊
撃
将
軍
乗
の
聞
之
有
し
｡

(中
略
)

七
月
十
二
日
夜
半
大
地
震
'

(中
略
)
伏
見
天
守
も
上
の
二
重
動
り
落
し
'
御
殿

棟
木
飛
'
破
風
の
作
り
物
'
狐
格
子
落
て
裏
表

へ
見
通
し
'

(下
略
)

(19
)

〔義
演
准
后
日
記

慶
長
元
年
間
七
月
十
三

･
十
四
日
条
〕

十
三
日
'
宗
'
今
夜
丑
魁
大
地
震
'

(中
略
)

伏
見
事
'
御
城

･
御
門

･
殿
以
下
大
破
'
或
顛
倒
'
大
殿
守
悉
崩
テ
倒
了
'
男
女

御
番
衆
数
多
死
'
未
知
其
敦
'
其
外
諸
大
名
ノ
屋
形
或
顛
倒
'
或
錐
相
残
形
計
也
'

其
外
在
家
為
林
'
前
代
未
聞
'
大
山
モ
崩
'
大
路
モ
破
裂
ス
'
非
只
事
'

十
四
日
'
茜
'
地
震
未
休
'
諸
人
不
安
堵
'
家
ヲ
去
テ
道
路

二
臥
也
'

今
日
夜
中
大
仏

･
東
寺
為
見
舞
発
足
'
仰
天
不
斜
委
如
右
記
'
帰
路

二
伏
見

へ
越

了
'
言
語
道
断
次
第
也
'
全
所

l
所
モ
無
之
'
諸
人
濃
雑
'
大
路
通
路
林
也
'
大

地
裂
テ
落
人
了
,
伏
見
向
野
馴
中
,
去
奉
ヨ
-

大
御
普
請
御
城
出
来
,
是
以
大
地

震

二
石
ク
ラ
二
間
余

二
ヱ
入
卜
云
-

'
依
之
今
日
同
状
見
山

二
御
綱
張
云
-

'

右
の
二
つ
の
史
料
の
内
'
前
者
を

｢史
料
①
｣
'
後
者
を

｢
史
料
④
｣
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
｡

(ff･二

文
禄
三
年
正
月
'
伏
見
築
城
が
諸
大
名
に
発
令
さ
れ
た
｡
そ
し
て
'
同
年
二
月
に

(21
)

は
大
工
事
が
始
ま
っ
た
｡
こ
の
と
き
の
伏
見
城
は
'
史
料
①
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
'
指
月
に
築
か
れ
て
い
た
｡
史
料
④
の
一
三
日
条
の

｢伏
見
事
'
御
城

･
御
門

･

殿
以
下
大
破
｣
と
い
う
の
は
'
指
月
の
伏
見
城
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
｡

史
料
①
に
よ
れ
ば
'
文
禄
三
年
に
'
秀
吉
は
向
島
に
築
城
を
開
始
し
た
｡
ま
た
'

こ
の
向
島
城
は
'
指
月
の
伏
見
城
の
西
南
方
で
'
宇
治
川
の
対
岸
に
位
置
し
て
お
り

(指
月
の
伏
見
城
と
向
島
城
は
'
宇
治
川
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
る
)
'

伏
見
城

の
出
城
で
あ
っ
た
｡
し
た
が

っ
て
'
史
料
①
の

｢
文
禄
三
年
伏
見
向
島
に
城
を
御
取

立
'
指
月
の
城
よ
り
橋
を
掛
て
と
被
仰
出
候
｡
｣

と
は
'
次
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
｡

文
禄
三
年
に
秀
吉
は
'
指
月
の
伏
見
城
の
出
城
と
し
て
'
向
島
に
城
を
築
く
こ
と

に
し
た
｡
と
こ
ろ
が
'
指
月
の
伏
見
城
と
向
島
城
と
は
'
宇
治
川
に
よ
っ
て
隔
て
ら

れ
て
い
る
｡
そ
こ
で
'
秀
吉
は
'
指
月
の
伏
見
城
か
ら
向
島
城
に
橋
を
掛
け
る
こ
と

を
命
じ
た
｡
な
お
'
史
料
④
の

｢伏
見
向
野
｣
と
は
'
史
料
①
の

｢
伏
見
向
島
｣
の

こ
と
で
あ
ろ
う
｡

と
こ
ろ
で
'
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
'
文
禄
四
年
か
ら
慶
長
元
年
の
杉
板
の
名
柿

は
'
ほ
と
ん
ど

｢御
橋
板
｣
で
あ
り
'
特
に
朱
状
①
に
は

｢
伏
見
向
嶋
橋
板
｣
と
明

記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
記
述
は
'
史
料
①
の

｢指
月
の
城
よ
り
橋
を
掛
て
｣
と

い
う
記
述
に
対
応
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
次
の
こ
と
が
い
え
る
｡

文
禄
三
年
'
指
月
の
伏
見
城
か
ら
向
島
城
に
橋
を
掛
け
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
そ
爪
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た
め
､
文
禄
四
年
に
は
､
秋
田
氏
は

｢伏
見
向
嶋
橋
板
｣
を
'
敦
賀
ま
で
廻
漕
す
る

こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
､
慶
長
元
年
に
は
秋
田
氏
等
の
北
奥
羽
諸
大
名
が
､
橋
板
を
敦
賀

ま
で
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
｡

ま
た
､
史
料
④
の
二
二
日
条
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
'
慶
長
元
年
閏
七
月

一

三
日

(史
料
①
に
は
一
二
日
)
の
大
地
震
に
ょ
っ
て
､
指
月
の
伏
見
城
は
崩
壊
し
た
｡

そ
し
て
､
史
料
②
の
一
四
日
条
に
よ
れ
ば
､
秀
吉
は
余
震
が
ま
だ
や
ま
ぬ
十
四
日
に
､

城
郭
の
位
置
を
伏
見
山
に
移
し
て
再
建
す
る
よ
う
に
命
じ
た
｡

右
の
よ
う
に
史
料
①

･
史
料
④
を
検
討
し
て
い
-
と
､
杉
板
の
名
称
の
変
化
は
京

畿
大
地
震
に
ょ
っ
て
起

っ
た
と
推
察
さ
れ
る
｡
具
体
的
に
は
､
杉
板
の
名
称
の
変
化

と
京
畿
大
地
震
と
の
関
係
は
､
次
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
｡

文
禄
四
年
に
秋
田
氏
は
､

｢伏
見
向
嶋
橋
板
｣
を
､
敦
賀
ま
で
廻
漕
す
る
こ
と
を

命
ぜ
ら
れ
'
慶
長
元
年
に
は
秋
田
氏
等
の
北
奥
羽
の
諸
大
名
が
､
橋
板
を
廻
漕
す
る

よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
｡
と
こ
ろ
が
慶
長
元
年
閏
七
月

二
二
日
の
大
地
震
に
ょ

っ
て
'

指
月
の
伏
見
城
は
崩
壊
し
た
｡
そ
し
て
､
翌

一
四
日
に
は
､
伏
見
山
に
伏
見
城
を
再

建
す
る
こ
と
に
な

っ
た
｡
そ
の
た
め
､
大
量
の
作
事
板
が
必
要
と
な
り
､
慶
長
二
午

か
ら
同
四
年
ま
で
､
秋
田
氏
等
の
北
奥
羽
諸
大
名
は
､
伏
見
山
の
伏
見
城
の
作
事
板

(伏
見
作
事
板
)
を
､
敦
賀
ま
で
廻
漕
す
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
｡
つ
ま
り
､
慶
長

元
年
の
大
地
震
に
よ
っ
て
､
伏
見
山
に
伏
見
城
を
再
建
す
る
こ
と
に
な
り
､
そ
の
た

め
､
秋
田
氏
等
の
北
奥
羽
諸
大
名
の
廻
漕
す
る
杉
板
は
､
橋
板
か
ら
伏
見
作
事
板

へ

と
変
化
し
た
｡

ま
た
､
向
島
城
は
伏
見
城
の
出
城
で
あ
る
｡
よ

っ
て
､
指
月
の
伏
見
城
と
向
島
城

を
結
ぶ
橋
の
建
設
は
､
伏
見
城
の
作
事
に
関
係
し
て
い
る
と
い
え
る
｡
そ
こ
で
'
向

嶋
橋
板
と
伏
見
作
事
板
と
を
合
わ
せ
て
､

｢
広
義
の
伏
見
作
事
板
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
､
慶
長
二
年
か
ら
同
四
年
ま
で
の
伏
見
作
事
板
を
､

｢
狭
義

の
伏
見
作
事
板
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
｡

と
こ
ろ
で
､
第
四
章
に
お
い
て
､
朱
状
㊥
が
慶
長
元
年
の
も
の
で
あ
る
の
か
､
慶

長
二
年
の
も
の
で
あ
る
の
か
､
問
題
と
な

っ
た
｡
こ
の
先
状
㊥
に
は

｢
御
作
事
之
為

御
用
｣
と
い
う
語
句
が
あ
る
か
ら
'
矢
状
㊥
の
板
は

｢
狭
義
の
伏
見
作
事
板
｣
で
め

る
｡
故
に
'
朱
状
㊥
は
､
慶
長
二
年
以
後
の
朱
印
状
で
あ
る
｡

む
す
び

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
'
お
よ
そ
次
の
七
項
に
要
約
で
き
る
｡

①
文
禄
四
年
に
秋
田
氏
が
､
慶
長
元
年
に
秋
田
氏
等
の
北
奥
羽
諸
大
名
が
､
秋
田
か

ら
敦
賀
ま
で
廻
漕
し
た

｢伏
見
向
嶋
橋
板
｣
は
､
宇
治
川
に
ょ

っ
て
隔
て
ら
れ
た

指
月
の
伏
見
城
と
向
島
城
を
結
ぶ
橋
の
､
橋
板
で
あ

っ
た
｡
そ
れ
に
対
し
て
､
慶

長
二
年
か
ら

同
四
年
に
'
北
奥
羽
諸
大
名
が
廻
漕
し
た

｢
伏
見
作
事
板
｣
は
､

伏
見
山
の
伏
見
城
の
､
作
事
の
た
め
の
板
で
あ

っ
た
｡
慶
長
元
年
の
大
地
震
に

ょ
っ
て
､
伏
見
山
に
伏
見
城
を
再
建
す
る
こ
と
に
な
り
､
そ
の
た
め
､
秋
田
氏
等

の
北
奥
羽
諸
大
名
の
廻
漕
す
る
杉
板
は
､
橋
板
か
ら
伏
見
作
事
板

へ
と
変
化
し
た
｡

④
文
禄
四
年
の
向
嶋
橋
板

1
枚
の
寸
法
は
'

｢
長
さ

1
間
ま
た
は
二
間

･
幅
-
/
4

間

･
厚
さ
四
寸
～
六
寸
｣
で
あ

っ
た
｡
慶
長
元
年
の
向
嶋
橋
板

一
枚
の
寸
法
は
､

｢
長
さ
三
間
二
尺

･
幅
-
/
4
間

･
厚
さ
四
寸
｣
で
あ

っ
た
｡
慶
長
二
年
か
ら
同

四
年
ま
で
の
伏
見
作
事
板

1
枚
の
標
準
的
な
寸
法
は
､

｢
長
さ

1
間
ま
た
は
二
間

･

幅
-
/
4
間

･
厚
さ
五
寸
｣
で
あ

っ
た
｡
ま
た
､
杉
板
の
年
間
の
伐
採
間
数
と
廻
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漕
間
数
は
､
表
⑧
の
よ
う
で
あ

っ
た
｡

④
向
嶋
横
板

･
伏
見
作
車
板
は
'
秋
田
領
内
の
山
中
で
秋
田
氏
に
よ
っ
て
'
伐
採
さ

れ
た
｡
そ
し
て
､
伐
採
の
際
の
仙
取
入
の
人
件
費

･
道
具
の
講
入
費
は
､
す
べ
て

秋
田
氏
預
り
の
豊
臣
氏
歳
入
地
の
蔵
米
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
｡
し
か
し
'
廻
漕
の

た
め
の
舟
賃
は
'
秋
田
氏
分

･
小
野
寺
氏
分

･
本
堂
氏
分
の
杉
板
に
対
し
て
の
み
'

蔵
米
が
支
出
さ
れ
た

(但
し
'
南
部
氏
は
､
慶
長
三
年
に
'
秋
田

･
津
軽

･
南
部

各
領
内
の
山
中
に
お
い
て
'
杉
板
を
自
由
に
伐
採
し
廻
漕
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ

た
)
｡

ま
た
'
年
間
の
蔵
米
支
出
は
'
表
④
の
よ
う
で
あ

っ
た
｡

④
蔵
米
支
出

(特
に
舟
賃
支
出
)
の
際
の
'
基
準
と
な
る
板
の
単
位
量
は
'

｢
長
さ

一
間

･
幅
-
/
4
間

･
厚
さ
五
寸
｣
の
板

一
枚
で
あ

っ
た
｡

⑤
舟
賃
は
'
蔵
米
を
秋
田
で
地
払
い
L
t
金
子
に
換
金
し
て
'
商
人

(秋
田
氏
分
の

板
の
廻
漕
を
担
当
)
や
小
野
寺
氏

･
本
堂
氏
の
奉
行
に
支
払
わ
れ
た
｡
そ
し
て
'

秋
田
に
お
い
て
'
蔵
米
を
金
子
に
換
金
す
る
際
に
'
京
目

(
一
両

=
四
匁
四
分
)

が
用
い
ら
れ
た
｡

④
北
奥
羽
諸
大
名
に
対
す
る
向
嶋
橋
板

･
伏
見
作
車
板
の
割
付
の
際
に
'
割
付
の
塞

準
と
な
る
板
の
単
位
量
は
'
｢
長
さ

一
間

･
幅
-
/
4
間

･
厚
さ
五
寸
｣
の
板

一
枚

で
あ

っ
た
｡

⑦
豊
臣
政
権
に
よ
る
向
嶋
橋
板

･
伏
見
作
事
板
の
割
付
け
は
'
石
高
制
に
依
拠
し
て

整
然
と
行
な
わ
れ
た
｡
そ
し
て
､
杉
板
の
廻
漕
は
'
北
奥
羽
諸
大
名
に
課
せ
ら
れ

た
'
朝
鮮
出
兵

(慶
長
の
再
出
兵
)
に
替
わ
る
軍
役
で
あ

っ
た
｡
つ
ま
り
'
北
奥

羽
諸
大
名
は
'
杉
板
の
廻
漕
を
行
な
う
こ
と
に
ょ
っ
て
､
豊
臣
政
権
の
朝
鮮
役
に

お
け
る
軍
役
体
係
に
包
摂
さ
れ
た
｡

註(-
)

｢
市
史
｣
の
五
六
八
頁
｡

(
2
)

｢
市
史
｣
の
五
六
八
頁
｡

(
3
)
更
に
'
渡
論
文

(
二
九
頁
)
で
は
'
商
人
二
人
が
'
舟
賃
を
材
木
で
受
取

っ

た
t
と
し
て
い
る
が
'
こ
れ
は
金
子
の
誤
り
で
あ
る
｡

(
4
)
慶
長
三
年
の
本
堂
氏
分
は
例
外
｡
第
二
章
の
棚
の
慶
長
三
年
の
と
こ
ろ
を
参

照
｡

(
5
)
表
④
よ
り
計
算
し
た
｡

(
6
)
今
村
義
孝
著

山
川
出
版
社

昭
和
四
十
四
年
十

一
月
｡

(
7
)
表
⑦
の
秋
田
氏
分
の
欄
の
二
二
五
は
例
外
で
あ
る
｡
表
⑤

I
b
に
は
'
二
〇

五
間
四
尺
九
寸
と
な
っ
て
い
る
が
､
表
⑦
に
は
二
二
五
と
し
て
お
-
｡
二
二
五
に

つ
い
て
は
'
第
二
章
の
棚
の
慶
長
元
年

(板

一
枚
の
幅
)
の
と
こ
ろ
を
参
照
｡

(
8
)
第
二
章
の
櫛
の
文
禄
四
年
の
と
こ
ろ
を
参
照
｡

(
9
)
前
者
は
県
史
②
の
四
七
六
頁
に
所
収
さ
れ
て
お
り
､
後
者
は
県
史
②
の
四
七

六
～
四
七
八
頁
に
所
収
さ
れ
て
い
る
｡

(
10
)
な
お
'
長
論
文
④

(
一
〇
四
頁
)
の

一
一
行
目
の
六
月
は
三
月
の
誤
り
で
あ

り
'
長
論
文
②

(
一
〇
五
五
)
の
九
行
目
の
二
月
は
三
月
の
誤
り
で
あ
る

(朱
状

④

即
ち
県
史
②
の
五

二
二
～
五

一
四
頁
参
照
)
｡

津
軽
氏
の
搬
出
拒
否
に
よ
る
杉
板
補
充
を
'
小
野
寺
氏
が
行
な

っ
た
t
と
す
る

の
が
長
谷
川
氏
の
説
で
あ
る
｡
こ
の
説
に
関
す
る
部
分
を
'
長
論
文
②

(
一
〇
五

頁
)
よ
り
'
次
に
引
用
す
る
｡

｢
南
部
氏
に
あ

っ
て
は
､
秋
田

･
津
軽

･
南
部
各
領
内
の
山
中
に
て
自
由
に
杉
板

伐
採
と
運
漕
を
命
じ
て
お
り
'
北
羽
各
氏
と
は
賦
課
様
式
を
異
に
し
た
｡
津
軽
氏
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の
搬
出
拒
否
に
ょ
る
杉
板
補
充
は
'
小
野
寺
氏
の
慶
長
三
年
二
月
の
実
施
以
外
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
を
顧
慮
す
る
と
'
そ
れ
以
後
'
北
羽
各
氏
に
ょ
る
充
当
は
恐
ら

-
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
｡
そ
れ
は
北
羽
各
氏
に
ょ
る
補
充
を
必
要
と
し
な

く
な
っ
た
事
態
が
'
現
出
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
｡
北
奥
大
名
で
あ
る
津
軽
氏

は
'
南
部
氏
と
同
様
の
方
式
-
北
羽
に
対
し
て
北
奥
方
式
と
も
称
し
え
る
-
を
以

て
'
杉
板
伐
採
と
運
漕
を
実
施
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
｡
こ
の
よ
う
に

北
羽
地
域
と
北
奥
地
域
の
二
つ
に
区
分
し
て
､
北
奥
羽
地
方
の
伏
見
作
事
用
杉
板

の
伐
採
と
運
漕
が
実
施
さ
れ
た
と
解
釈
す
る
以
外
'
綱
文
三

･
五

･
六
の
杉
板
搬

出
拒
否
は
説
明
で
き
な
い
｡
｣

(
11
)
小
葉
田
淳

｢
日
本
の
貨
幣
｣

(
至
文
堂

昭
和
三
三
年
)
の
七
八
頁
～
七
九

頁
｡

(
12
)
渡
論
文

(
三

一
頁
)
の
第
五
表
の
慶
長
元
年

･
同
二
年
の
数
値
を
用
い
て
'

渡
論
文
に
お
い
て
'

｢金
子

一
枚
=
一
〇
両
｣
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
｡

金
子

1
枚
=
ズ
両

(
x
≠
o
)
'

金
子

1
両

=
y匁

(
y
≠
o
)
と
す
れ
ば
'

次
の
連
立
方
程
式
が
成
立
す
る

(詳
細
な
説
明
は
省
-
)

用
い
て
'
啓
論
文
に
お
い
て

｢金
子

一
枚

-
一
〇
両
｣
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
｡
金
子

l
枚

-
x
両

(
ズ
≠
0
)
'

金
子

l
両

=
y匁

(
y
≠
o
)
と
す

れ
は
'
次
の
連
立
方
程
式
が
成
立
す
る

(詳
細
な
説
明
は
省
-
)

3
x
･
6
･
鴇

0
.
1
9
5

∞0
0

y

･2
x
･
4

･鴇

0
.
6
2

5

856

こ
れ
を
解
け
ば
'

(zt
y
)

.1

(
l
〇
･
〇
九
六
'
四

･
二
五
五
)

し
た
が

っ
て
'
啓
論
文
で
は
'

｢金
子

一
枚

=
一
〇
両
｣
と
な

っ
て
い
る
｡

(
13
)
仙
式
の
証
明
｡

｢
一
両
｣

･
｢
一
分
｣

･
｢
一
匁
｣

･
｢
一
厘
｣

･
｢
一
毛
｣
の
定
義
よ
り
'
吹

の
式
が
成
立
す
る
｡
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8

x

+
)

+

ai3y

4400×
2

9

Z

+

8

P

〓

q

U

y

[

)
薄

=
)0劃

1
/ll･
)1LJILL

蒜

=
哲

1
n
t
1L
J
J

q]･･

こ
れ
を
解
け
ば
'

(Xt
y
)
朴

(
l
〇
･
七
七
五

〇
九
二
1'
三

･
七
二
六

〇
l二
)

し
た
が

っ
て
､
渡
論
文
で
は
'

｢金
子

一
枚

=
一
〇
両
｣
と
な

っ
て
い
る
｡

ま
た
'
啓
論
文

(
二

七
頁
)
の
第
15
表
の
慶
長
二
年
と
文
禄
四
年
の
数
値
を

ま
た

'
一
両
を
t

t
劃
=
N
鉾

と
す
る
｡
そ
し
て
'
㈲
式
を
変
形
す
れ
ば
'

･AI甘

と
な
る
｡
㈲
式
の
両
辺
に
⊥
10
を
か
け
れ
ば
'

≡

垂関
門

(
4

)

両

E



)

tJ
Jl

計...J,

と
な
る
｡

仏式
と

制式
よ
り
'

･
hl
I

計
fq･

と
な
る
｡
㈲
式
と
㈲
式
よ
り
'

･
Lg
I
J計

劃

と
な
る
｡
㈲
式
と
㈲
式
よ
り
'

･
B
I

d計且

と
な
る
｡
と
こ
ろ
で
'
Ⅲ
式
の
両
辺
に
t
b
を
か
け
れ
ば
t

b
斉
-
tO
b
劃

と
な
る
｡
㈲
式
の
両
辺
に
d
を
か
け
れ
ば
'

･.
JJl

m=.,..,

と
な
る
｡
胤
式
の
両
辺
に
t

e
を
か
け
れ
ば

ehlI
針

劃

と
な
る
｡
㈲
式
の
両
辺
に
'
-
を
か
け
れ
ば
t

f
r帯

ゴ計劃

と
な
る
｡

㈹
式
の
両

辺
に
t

g
を
か
け
れ
ば
t

g

g

出
-
司

オ

劃

(
7
)関

門

と
な
る
｡
ま
た
t
M
両
は
t

M
I
b
斉
+
C
丑
+
d
匪
+
e
iT
+
f
画
+
g
出

(16)

で
あ
る
｡
㈹
式
に
'
仙
式

･
闇
式

･
旧
式

･
制
式

･
個
式
を
'
代
入
す
れ
ば
t

d

e

f

g

M

=
10
b
+
C
+
オ
+
J
dd

+
J
d
a

+
･山dJ
d

(9)

-
1.
b
･
C
.
叫
(
d
.
R
To･
串

.
症

)

と
な
る
｡
し
た
が

っ
て
t
M
両
は
'

･
-
1.
b
･
C
+
H

d
.
Eo
J

Y

吐

(17
)

‖国(
u
)

(
)

2)

で
あ
る
｡

(14
)
慶
長
元
年
の
場
合
'
問
題
①
の
解
答
は
'

｢基
準
板

一
枚
｣

･
｢板

一
問
｣

･

｢板

一
枚
｣
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
こ
と
に
な
る
か
ら
｡

(
15
)

｢
朝
鮮
役
に
お
け
る
軍
役
体
系
に
つ
い
て
｣

(
『史
学
雑
誌
』
七
五
巻
二
号

一
九
六
六
年
二
月
)
の
三

一
五
～
三

一
六
貢
｡

(
16
)

｢
北
奥
羽
に
お
け
る
石
高
制
の
成
立
｣

(
『秋
大
史
学
』
二
四
号

一
九
七

七
年
)
の
三
八
貢
｡
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(
17
)

e
E

童

丁
=
三
〇
･
七
九
t

∩
-
八
t

zl=
二
二

･
〇
三
'

～N-
二
七

･
二
四
'

～nI
三

四

･
六
五
t

か
-三
〇
･
九
七
'

～A-
二
六

･
〇
六
'

～uI
三
七

･
二
三

～hI

三
四

･
二
三
'

～wI
三
四

･
〇
三
で
あ
る
か
ら
'

蘭

n

S
=

芯

1
(X
i･
3.
･
79,2"

･8
6



と
な
る
｡

(
18
)

｢
慶
長
年
中
卜
斎
記
｣

(
『改
定
史
籍
集
覧

第
二
六
冊
』

近
藤
瓶
城
校

訂

明
治
三
五
年
九
月
)
の
八
五

～
八
七
貢
｡

(
19
)

｢
義
演
准
后
日
記

第
二

(
『史
料
纂
集
』

弥
永
貞
三

･
鈴
木
茂
男
校

訂

続
群
書
類
従
完
成
会

昭
和
五
一
年
五
月
)
の
六
〇
～
六
二
頁
｡

(
20
)

｢
太
閤
記

巻
十
六
｣

(
『改
定
史
籍
集
覧

第
六
』
近
藤
瓶
城
校
訂

明

治
三
三
年

二

一月
)
の
三
九
五
頁
｡

(
21
)
前
掲
註

(
20
)
の
三
九
七
頁
｡

(弘
前
大
学
人
文
学
部
学
生
)

第
七
十
八
号
掲
載

(
研
究
ノ
ー
ー
)

｢伏
見
作
手
板
の
廻
漕
と
軍
役

(
こ
｣

正
誤
表

誤

正

p
一
八
上
し
八

p
一
九
上
し
一
〇

p
二
三
表
①

p
二
七
下
し
二
二

p
三
三
下
し
六

p
三
五
上
し
四

p
三
五
上
し
一
五

p
三
六
表
③

p
三
七
上
し
七

p
三
八
下
し
一
〇

p
三
九
下
し
四

敦
賀
ま
で
廻
漕
し
た
1

廻
漕
し
た

高
橋
二
郎

高
橋
二
郎
兵
衛

文
禄

1

文
禄

規
格

1

寸
法

秋
田
実
季
伏
見
作
車
板
入
用
覚
1

伏
見
御
作
事
板
引
綱
入
日
之
事

請
取
し
た

1

渡
し
た

六
尺
四
寸

1

六
尺
五
寸

文
禄

1

文
禄

二
分
六
厘

1

二
分
五
厚

い
叫
と
､り

l

可
と
ーq

五
二
一
頁
～
五
二
二
頁
1

五
二
二
頁
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